
号

令和 5 年 10 月 5 日

殿

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

○

（注）

神経内科：脳神経内科にて医療を提供している
内分泌内科、代謝内科：糖尿病・内分泌内科にて医療を提供している。
感染症内科：内科全般にて医療を提供している。
アレルギー疾患内科またはアレルギー科：内科全般と小児科にて医療を提供している。

〒466-8560　名古屋市昭和区鶴舞町65番地

電話（052）744－2111　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和4年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒464-8601　名古屋市千種区不老町

国立大学法人　東海国立大学機構

　名古屋大学医学部附属病院

名古屋大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

機構名病総51

厚生労働大臣 開設者名 国立大学法人東海国立大学機構
機構長　松尾　清一

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注） 標榜している診療科名について記入すること。

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科2消化器外科 ３乳腺外科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

乳腺外科、内分泌外科：乳腺・内分泌外科にて医療を提供している。
心臓血管外科：心臓外科、血管外科にて医療を提供している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科 ３歯科口腔外科

児童精神科 病理診断科
リハビリテー
ション科

糖尿病・内分泌
内科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

老年内科

移植外科 形成外科
乳腺・内分泌外
科

脳神経内科



５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

404 399 725 59 0

9 24 30.2 35 86

83 13 95.6 9 0

0 0 0 11 0

53 2 54.4 0 3

1091 30 1109.2 40 12

1 0 1 0 93

7 0 7 1 331

9 0 9 73 11

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

平成 31 年 4月 1 日（小寺　泰弘） 任命年月日

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名

平成28年4月1日から平成29年3月31日まで、名古屋大学医学部附属病院材料部長を務め、医療機器安全管理責任者で
あった。

平成29年4月1日から平成31年3月31日まで、名古屋大学医学部附属病院医療機器総合管理部長を務め、医療機器安全管
理責任者であった。

合計

10

10

27

22

47

9

8

428

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 19

105

106

17

26

8

14

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

50 1030 1080

精神 感染症 結核 療養

助産師

看護師 医療社会事業従事者

一般 合計



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

52 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

559 ㎡ （主な設備）

128 ㎡ （主な設備）

341 ㎡ （主な設備）

66 ㎡ （主な設備）

142 ㎡ （主な設備）

55 ㎡ 室数 室 人

41 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人
（注）

17,166

522

20,970

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

検体検査装置クリオスタット、自動脱水包埋装置

解剖台、クリーンベンチ、臓器撮影台

次世代シーケンサー、質量分析装置

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 78.4 逆紹介率 81.9

15,914

バクテアラート3D、マイクロスキャン

1

1

収容定員

蔵書数

35

8400

講義室

図書室 鉄筋コンクリート

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

主要構造 設備概要

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

薬歴管理室、高度医療薬剤支援室

54

生化学自動分析装置、免疫自動分析装置

［共用室の場合］

病床数 32535
無菌病室等

台数

床面積

床面積

共用する室名

病理検査室

病理解剖室

研究室

その他の救急蘇生装置

施設名 床面積

病床数

782.2

心電計

集中治療室
1179

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置 心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

193

5

25

438

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

727.6

2030.3

5.9

76.1

733.5

2106.5

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

歯科等以外 歯科等 合計

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。



12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

無

有

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

利害
関係

委員の要件
該当状況

柵木　充明 愛知県医師会　会長
愛知県医師会長を務め
ており，医療安全に精
通しているため。

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

三島　信彦
AOI名古屋病院　病院
長

AOI名古屋病院　病院
長を務めており，医療安
全に精通しているため。

1

長谷川　ふき子
成田・長谷川法律事務
所　弁護士

医療安全管理を得意と
する弁護士であり，法律
に関する高い識見を有
しているため。

1

芦田　豊
全国健康保険協会　愛
知支部　支部長

全国健康保険協会愛知
支部長を務めており，医
療を受ける者として，医
療に係る高い見識を有
しているため。

2

中東 正文 名古屋大学　副総長
総長が指名する理事・
副総長

3

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

本院ホームページ上に公表。

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

1

68

2

69

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

抗悪性腫瘍剤治療における薬剤耐性遺伝子検査

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

1人　

1人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

2

2

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

先　進　医　療　の　種　類   

ネシツムマブ静脈内投与療法

Ｓ－１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法　膵臓がん（遠隔転移しておら
ず、かつ、腹膜転移を伴うものに限る。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 0

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 77 56 ベーチェット病 71
2 筋萎縮性側索硬化症 72 57 特発性拡張型心筋症 95
3 脊髄性筋萎縮症 3 58 肥大型心筋症 20
4 原発性側索硬化症 1 59 拘束型心筋症 0
5 進行性核上性麻痺 9 60 再生不良性貧血 33
6 パーキンソン病 241 61 自己免疫性溶血性貧血 4
7 大脳皮質基底核変性症 3 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 1
8 ハンチントン病 2 63 特発性血小板減少性紫斑病 66
9 神経有棘赤血球症 0 64 血栓性血小板減少性紫斑病 2
10 シャルコー・マリー・トゥース病 3 65 原発性免疫不全症候群 25
11 重症筋無力症 106 66 IgＡ 腎症 62
12 先天性筋無力症候群 1 67 多発性嚢胞腎 36
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 95 68 黄色靱帯骨化症 7

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
77 69 後縦靱帯骨化症 81

15 封入体筋炎 5 70 広範脊柱管狭窄症 3
16 クロウ・深瀬症候群 1 71 特発性大腿骨頭壊死症 123
17 多系統萎縮症 17 72 下垂体性ADH分泌異常症 26
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 86 73 下垂体性TSH分泌亢進症 1
19 ライソゾーム病 8 74 下垂体性PRL分泌亢進症 6
20 副腎白質ジストロフィー 1 75 クッシング病 19
21 ミトコンドリア病 6 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 1
22 もやもや病 65 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 60
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 112

24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 1

25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 2 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 2
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 55 83 アジソン病 1
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 102
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 61
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 87
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 140
34 神経線維腫症 122 89 リンパ脈管筋腫症 14
35 天疱瘡 14 90 網膜色素変性症 46
36 表皮水疱症 6 91 バッド・キアリ症候群 6
37 膿疱性乾癬（汎発型） 5 92 特発性門脈圧亢進症 2
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 0 93 原発性胆汁性胆管炎 34
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 23
40 高安動脈炎 33 95 自己免疫性肝炎 31
41 巨細胞性動脈炎 2 96 クローン病 469
42 結節性多発動脈炎 6 97 潰瘍性大腸炎 457
43 顕微鏡的多発血管炎 23 98 好酸球性消化管疾患 1
44 多発血管炎性肉芽腫症 6 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 1
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 15 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 6 101 腸管神経節細胞僅少症 0
47 バージャー病 3 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 103 CFC症候群 0
49 全身性エリテマトーデス 197 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 88 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 85 106 クリオピリン関連周期熱症候群 1
52 混合性結合組織病 12 107 若年性特発性関節炎 2
53 シェーグレン症候群 26 108 TNF受容体関連周期性症候群 2
54 成人スチル病 10 109 非典型溶血性尿毒症症候群 2
55 再発性多発軟骨炎 7 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 1 166 弾性線維性仮性黄色腫 1
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 0 167 マルファン症候群 16
113 筋ジストロフィー 13 168 エーラス・ダンロス症候群 6
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 169 メンケス病 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 1 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
116 アトピー性脊髄炎 0 171 ウィルソン病 6
117 脊髄空洞症 5 172 低ホスファターゼ症 1
118 脊髄髄膜瘤 0 173 VATER症候群 0
119 アイザックス症候群 0 174 那須・ハコラ病 0
120 遺伝性ジストニア 1 175 ウィーバー症候群 0
121 神経フェリチン症 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
122 脳表ヘモジデリン沈着症 1 177 ジュベール症候群関連疾患 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 178 モワット・ウィルソン症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
0 179 ウィリアムズ症候群 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 0

126 ペリー症候群 0 181 クルーゾン症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 0 182 アペール症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1 183 ファイファー症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 185 コフィン・シリス症候群 0
131 アレキサンダー病 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 0
132 先天性核上性球麻痺 0 187 歌舞伎症候群 0
133 メビウス症候群 0 188 多脾症候群 0

134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 189 無脾症候群 0

135 アイカルディ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
136 片側巨脳症 0 191 ウェルナー症候群 2
137 限局性皮質異形成 0 192 コケイン症候群 0
138 神経細胞移動異常症 1 193 プラダー・ウィリ症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 194 ソトス症候群 0
140 ドラベ症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 196 ヤング・シンプソン症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 197 １p36欠失症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 1 198 ４p欠失症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 0 199 ５p欠失症候群 0
145 ウエスト症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
146 大田原症候群 0 201 アンジェルマン症候群 0
147 早期ミオクロニー脳症 0 202 スミス・マギニス症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 203 22q11.2欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 204 エマヌエル症候群 0
150 環状20番染色体症候群 0 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 0
151 ラスムッセン脳炎 0 206 脆弱X症候群 0
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 207 総動脈幹遺残症 0
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 1 208 修正大血管転位症 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 209 完全大血管転位症 0

155 ランドウ・クレフナー症候群 0 210 単心室症 0
156 レット症候群 0 211 左心低形成症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 0 212 三尖弁閉鎖症 1
158 結節性硬化症 10 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0
159 色素性乾皮症 0 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 1
160 先天性魚鱗癬 5 215 ファロー四徴症 2
161 家族性良性慢性天疱瘡 0 216 両大血管右室起始症 0
162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 12 217 エプスタイン病 0
163 特発性後天性全身性無汗症 0 218 アルポート症候群 1
164 眼皮膚白皮症 0 219 ギャロウェイ・モワト症候群 0
165 肥厚性皮膚骨膜症 0 220 急速進行性糸球体腎炎 7



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績

（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
221 抗糸球体基底膜腎炎 0 276 軟骨無形成症 3
222 一次性ネフローゼ症候群 72 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 1
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 1

224 紫斑病性腎炎 3 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

225 先天性腎性尿崩症 0 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0

226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 2 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 1
227 オスラー病 2 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0
228 閉塞性細気管支炎 1 283 後天性赤芽球癆 1
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 0 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 1
230 肺胞低換気症候群 0 285 ファンコニ貧血 0
231 α1－アンチトリプシン欠乏症 0 286 遺伝性鉄芽球性貧血 1
232 カーニー複合 0 287 エプスタイン症候群 1
233 ウォルフラム症候群 0 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 8

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 289 クロンカイト・カナダ症候群 1

235 副甲状腺機能低下症 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 1

236 偽性副甲状腺機能低下症 1 291
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸

型）
0

237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 292 総排泄腔外反症 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 8 293 総排泄腔遺残 1
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 0 294 先天性横隔膜ヘルニア 0
240 フェニルケトン尿症 0 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
241 高チロシン血症1型 0 296 胆道閉鎖症 9
242 高チロシン血症2型 0 297 アラジール症候群 0
243 高チロシン血症3型 0 298 遺伝性膵炎 1
244 メープルシロップ尿症 0 299 嚢胞性線維症 0
245 プロピオン酸血症 0 300 ＩｇＧ４関連疾患 13
246 メチルマロン酸血症 0 301 黄斑ジストロフィー 3
247 イソ吉草酸血症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
249 グルタル酸血症1型 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
250 グルタル酸血症2型 0 305 遅発性内リンパ水腫 1
251 尿素サイクル異常症 0 306 好酸球性副鼻腔炎 5
252 リジン尿性蛋白不耐症 0 307 カナバン病 0
253 先天性葉酸吸収不全 0 308 進行性白質脳症 0
254 ポルフィリン症 0 309 進行性ミオクローヌスてんかん 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 310 先天異常症候群 0
256 筋型糖原病 0 311 先天性三尖弁狭窄症 0
257 肝型糖原病 0 312 先天性僧帽弁狭窄症 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 313 先天性肺静脈狭窄症 0

259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0 314 左肺動脈右肺動脈起始症 0

260 シトステロール血症 0 315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／Ｌ

ＭＸ１Ｂ関連腎症
0

261 タンジール病 0 316 カルニチン回路異常症 0
262 原発性高カイロミクロン血症 0 317 三頭酵素欠損症 0
263 脳腱黄色腫症 0 318 シトリン欠損症 0
264 無βリポタンパク血症 0 319 セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 0

265 脂肪萎縮症 0 320
先天性グリコシルホスファチジルイノシトー

ル（GPI）欠損症
0

266 家族性地中海熱 5 321 非ケトーシス型高グリシン血症 0
267 高ＩｇＤ症候群 0 322 β―ケトチオラーゼ欠損症 0
268 中條・西村症候群 0 323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 0

269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
1 324 メチルグルタコン酸尿症 0

270 慢性再発性多発性骨髄炎 0 325 遺伝性自己炎症疾患 0
271 強直性脊椎炎 23 326 大理石骨病 1

272 進行性骨化性線維異形成症 2 327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
5

273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0 328 前眼部形成異常 0
274 骨形成不全症 2 329 無虹彩症 0

275 タナトフォリック骨異形成症 0 330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 0



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
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疾　　　患　　　名 患者数
331 特発性多中心性キャッスルマン病 8
332 膠様滴状角膜ジストロフィー 0
333 ハッチンソン・ギルフォード症候群 0
334 脳クレアチン欠乏症候群 0
335 ネフロン癆 0

336
家族性低βリポタンパク血症１（ホモ接合

体）
0

337 ホモシスチン尿症 0
338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 146
合計患者数（人） 4232



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・　地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・　歯科外来診療環境体制加算２

　・　特定機能病院入院基本料

　　　　一般病棟　７対１入院基本料

　　　　精神病棟　７対１入院基本料

　・　救急医療管理加算

　・　超急性期脳卒中加算

　・　診療録管理体制加算１

　・　医師事務作業補助体制加算２

　・　急性期看護補助体制加算

　・　看護職員夜間配置加算

　・　療養環境加算

　・　後発医薬品使用体制加算３

　・　病棟薬剤業務実施加算１

　・　病棟薬剤業務実施加算２

　・　精神科身体合併症管理加算

　・　精神科リエゾンチーム加算

　・　摂食障害入院医療管理加算

　・　重症者等療養環境特別加算

　・　無菌治療室管理加算１

　・　無菌治療室管理加算２

　・　放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素によ
る場合）

　・　報告書管理体制加算

　・　褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・　ハイリスク妊娠管理加算

　・　ハイリスク分娩管理加算

　・　呼吸ケアチーム加算

　・　術後疼痛管理チーム加算

　・　データ提出加算

　・　入退院支援加算2

　・　入退院支援加算3

　・　認知症ケア加算

　・　せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・　精神疾患診療体制加算

　・　医療安全対策加算１

　・　感染対策向上加算１

　・　精神科急性期医師配置加算

　・　地域医療体制確保加算

　・　地域歯科診療支援病院入院加算

　・　特定集中治療室管理料１

　・　総合周産期特定集中治療室管理料

　・　新生児治療回復室入院医療管理料

　・　放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合）

　・　緩和ケア診療加算

　・　小児入院医療管理料２

　・　小児入院医療管理料４

　・　看護職員処遇改善評価料６４

　・

　・　重症患者初期支援充実加算 　・

　・　患者サポート体制充実加算

　・　栄養サポートチーム加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

　・　外来栄養食事指導料の注２に規定する基準 　・　頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・　入院時食事療養／生活療養（Ⅰ） 　・　顎関節人工関節全置換術（歯科）

　・　ウイルス疾患指導料
　・　乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（ＭＲＩによる
もの）

　・　心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠隔モニ
タリング加算

　・　乳房切除術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・　糖尿病合併症管理料
　・　乳がんセンチネルリンパ節加算1及びセンチネルリンパ節
生検（併用）

　・　がん患者指導管理料イ
　・　乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を
伴わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うも
の））

　・　がん性疼痛緩和指導管理料
　・　乳がんセンチネルリンパ節加算2及びセンチネルリンパ節
生検（単独）

　・　がん患者指導管理料ロ 　・　ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・　がん患者指導管理料ニ
　・　胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・　がん患者指導管理料ハ
　・　胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・　外来緩和ケア管理料
　・　胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

（様式第2）



　・　移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）
　・　肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜
合併切除を伴うもの）に限る。）

　・　移植後患者指導管理料（臓器移植後）
　・　胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器
を用いる場合）

　・　糖尿病透析予防指導管理料
　・　胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超える
もので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・　乳腺炎重症化予防ケア・指導料 　・　同種死体肺移植術

　・　小児運動器疾患指導管理料 　・　胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

　・　腎代替療法指導管理料
　・　胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・　生殖補助医療管理料２ 　・　内視鏡下筋層切開術

　・　一般不妊治療管理料
　・　縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・　二次性骨折予防継続管理料１
　・　食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、等

　・　下肢創傷処置管理料 　・　胸腔鏡下弁形成術

　・　二次性骨折予防継続管理料３ 　・　経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・　院内トリアージ実施料
　・　胸腔鏡下弁形成術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・　夜間休日救急搬送医学管理料の注３に掲げる救急搬送看護体制加算　・　胸腔鏡下弁置換術



　・　医療機器安全管理料２
　・　両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静
脈電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動
器交換術（経静脈電極の場合）

　・　医療機器安全管理料（歯科） 　・　大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

　・　こころの連携指導料（Ⅱ）
　・　植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植
込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

　・　薬剤管理指導料
　・　植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は
皮下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（そ
の他のもの）及び経静脈電極抜去術

　・　医療機器安全管理料１
　・　両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術（心筋電極の場合）

　・　ハイリスク妊産婦連携指導料１
　・　ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リード
レスペースメーカー）

　・　ハイリスク妊産婦連携指導料２
　・　両心室ペースメーカー移植術（心筋電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

　・　肝炎インターフェロン治療計画料
　・　両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び
両心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・　連携充実加算 　・　不整脈手術左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

　・　療養・就労両立支援指導料の注３に掲げる相談支援加
算

　・　不整脈手術左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）

　・　がん治療連携計画策定料 　・　ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

　・　外来腫瘍化学療法診療料１ 　・　経皮的僧帽弁クリップ術

　・　外来放射線照射診療料
　・　経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経
皮的大動脈弁置換術）



　・　抗アデノ随伴ウイルス９型（AAV９）抗体
　・　腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施する
もの）

　・　抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗
体特異性同定検査）

　・　腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機
器を用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支
援機器を用いるもの）

　・　ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・　腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用
支援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・　ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査 　・　腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・　がんゲノムプロファイリング検査 　・　腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

　・　先天性代謝異常症検査 　・　内視鏡的逆流防止粘膜切除術

　・　遺伝学的検査 　・　骨格筋由来細胞シート心表面移植術

　・　染色体検査の注２に規定する基準 　・　経皮的下肢動脈形成術

　・　骨髄微小残存病変量測定 　・　腹腔鏡下リンパ節群郭清術（後腹膜）

　・　在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 　・　補助人工心臓

　・　持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動す
る持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース
測定

　・　植込型補助人工心臓（非拍動流型）

　・　持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動し
ない持続血糖測定器を用いる場合）

　・　同種心移植術

　・　在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料 　・　経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）



　・　長期脳波ビデオ同時記録検査１ 　・　腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・　ヘッドアップティルト試験 　・　腹腔鏡下胆道閉鎖症手術

　・　人工膵臓検査、人工膵臓療法 　・　生体部分肝移植術

　・　長期継続頭蓋内脳波検査 　・　同種死体肝移植術

　・　心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・　体外衝撃波胆石破砕術

　・　時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・　腹腔鏡下肝切除術

　・　胎児心エコー法
　・　腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・　国際標準検査管理加算
　・　腹腔鏡下総胆管拡張症手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・　遺伝カウンセリング加算 　・　腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・　遺伝性腫瘍カウンセリング加算
　・　胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉
以上）を伴うものに限る。）

　・　ウイルス・細菌核酸多項目同時検出
　・　腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機
器を用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支
援機器を用いるもの）

　・　検体検査管理加算（Ⅰ） 　・　腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

　・　検体検査管理加算（Ⅳ） 　・　バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術



　・　画像診断管理加算３ 　・　同種死体腎移植術

　・　ポジトロン断層撮影 　・　生体腎移植術

　・　前立腺針生検法（MRI撮影及び超音波検査融合画像に
よるもの）

　・　体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・　有床義歯咀嚼機能検査１のロ及び咀嚼能力検査
　・　腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いるもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支
援機器を用いるもの）

　・　睡眠時歯科筋電図検査
　・　腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・　全視野精密網膜電図
　・　腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合）

　・　ロービジョン検査判断料 　・　内視鏡的小腸ポリープ切除術

　・　内服・点滴誘発試験
　・　腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及
び切断術に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・　神経学的検査 　・　腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術

　・　補聴器適合検査
　・　腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・　黄斑局所網膜電図 　・　早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・　脳波検査判断料１ 　・　腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・　終夜睡眠ポリグラフィー（安全精度管理下で行うもの）
　・　腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合）



　・　心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
　・　腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視
鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・　脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 　・　腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・　運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・　腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

　・　頭部ＭＲＩ撮影加算
　・　腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いるもの）

　・　抗悪性腫瘍剤処方管理加算 　・　腹腔鏡下仙骨膣固定術

　・　無菌製剤処理料
　・　腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・　心臓ＭＲＩ撮影加算 　・　人工尿道括約筋植込・置換術

　・　乳房ＭＲＩ撮影加算
　・　膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術
及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

　・　小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算 　・　腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・　ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
　・　腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・　冠動脈ＣＴ撮影加算 　・　腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・　血流予備量比コンピューター断層撮影 　・　腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術

　・　ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影
　・　膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿
道）



　・　難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する
糖尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

　・　腹腔鏡下腟式子宮全摘術（性同一性障害患者に対して
行う場合に限る。）

　・　医療保護入院等診療料
　・　会陰形成手術（筋層に及ばないもの）（性同一性障害の
患者に対して行う場合に限る。）

　・　静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）
　・　造腟術、腟閉鎖症術（遊離植皮によるもの、腸管形成に
よるもの、筋皮弁移植によるもの）（性同一性障害の患者に対
して行う場合に限る。）

　・　導入期加算3及び腎代替療法実績加算
　・　子宮全摘術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・　認知療法・認知行動療法１
　・　陰茎形成術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・　精神科作業療法
　・　陰茎全摘術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・　抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・　精巣摘出術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・　歯科口腔リハビリテーション料２ 　・　体外式膜型人工肺管理料

　・　児童思春期精神科専門管理加算
　・　尿道形成手術（前部尿道）（性同一性障害の患者に対し
て行う場合に限る。）

　・　療養生活継続支援加算
　・　尿道下裂形成手術（性同一性障害の患者に対して行う場
合に限る。）

　・　呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・　腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・　がん患者リハビリテーション料 　・　胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・　リンパ浮腫複合的治療料 　・　胎児輸血術及び臍帯穿刺



　・　後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの） 　・　人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・　椎間板内酵素注入療法 　・　胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・　四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注
に掲げる処理骨再建加算

　・　コーディネート体制充実加算

　・　骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）
（同種骨移植（特殊なものに限る。）））

　・　自己生体組織接着剤作成術

　・　骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術
に限る。）

　・　同種クリオプレシピテート作製術

　・　センチネルリンパ節加算
　・　医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限
る。）

　・　自家脂肪注入
　・　医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘
出術）

　・　組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に
限る。）

　・　輸血管理料Ⅰ

　・　口腔粘膜処置
　・　医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術
の時間外加算１

　・　ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー
　・　医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術
の深夜加算１

　・　歯科技工加算１及び２ 　・　医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術

　・　移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法
　・　子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（性同一性障害の患者に
対して行う場合に限る。）

　・　手術用顕微鏡加算
　・　医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術
の休日加算１



　・　緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び
水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・　強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・　緑内障手術（濾過胞再建術（needle法） 　・　画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ）

　・　網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用い
るもの）

　・　体外照射呼吸性移動対策加算

　・　仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換
術（過活動膀胱）

　・　外来放射線治療加算

　・　角結膜悪性腫瘍切除術 　・　高エネルギー放射線治療

　・　緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレート
のあるもの））

　・　１回線量増加加算

　・　脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 　・　麻酔管理料（Ⅱ）

　・　頭蓋内電極植込術（脳深部電極によるもの（７本以上の
電極による場合）に限る。）

　・　周術期薬剤管理加算

　・　癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うも
の）

　・　放射線治療専任加算

　・　脳腫瘍覚醒下マッピング加算 　・　歯根端切除手術の注３

　・　内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術 　・　レーザー機器加算

　・　脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術 　・　麻酔管理料（Ⅰ）

　・　腫瘍脊椎骨全摘術 　・　広範囲顎骨支持型装置埋入手術



　・　鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 　・　クラウン・ブリッジ維持管理料

　・　上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎
骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

　・　植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込
術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換
術

　・　病理診断管理加算２

　・　鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

　・　デジタル病理画像による病理診断

　・　内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの） 　・　悪性腫瘍病理組織標本加算

　・　網膜再建術 　・　定位放射線治療

　・　経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 　・　定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・　人工中耳植込術 　・　画像誘導密封小線源治療加算



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

　・　腹腔鏡下前立腺摘除術

　・　膀胱水圧拡張術（間質性膀胱炎に係るものに限る。）

　・

　・　インプラント義歯

　・　抗悪性腫瘍剤感受性検査
　　　（HDRA法又はCD－DST法）

　・

　・

　・

　・　内視鏡的大腸粘膜下層剥離術

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・　実物大臓器立体モデルによる手術計画
　　　（頭蓋顎顔面領域の骨変形、欠損若しくは骨折
　　　又は骨盤、四肢骨若しくは脊椎の骨格に変形を
　　　伴う疾患に係るものに限る。）

　・

　・　悪性黒色腫又は乳がんにおけるセンチネル
      リンパ節の同定と転移の検索

　・内視鏡下手術ロボットを用いた腹腔鏡下腎部分切除
術

　・LDLアフェレシス療法

　・腹腔鏡下広汎子宮全摘術 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・　泌尿生殖器腫瘍後腹膜リンパ節転移に対する腹腔
鏡下リンパ節郭清術

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療
技術について記入すること。

　・

　・

　・ 　・

　・

（様式第2）



8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 8

剖検率（％） 2.5

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

15

剖　検　の　状　況



1  研究費補助等の実績

金   額

3,900,000 補

委

13,130,000 補

委

10,530,000 補

委

13,780,000 補

委

12,220,000 補

委

2,340,000 補

委

5,070,000 補

委

5,590,000 補

委

4,030,000 補

委

5,070,000 補

委

5,070,000 補

委

5,590,000 補

委

4,810,000 補

委

2,730,000 補

委

5,590,000 補

委

3,900,000 補

委

3,640,000 補

委

7,930,000 補

委

5,460,000 補

委

5,850,000 補

委

6,760,000 補

委

5,590,000 補

委

5,460,000 補

委

5,460,000 補

委

井口　洋平 脳神経内科

薬剤部ゲノム解析に基づく抗精神病薬の開発を指向した大脳基底核
回路の神経薬理学的研究

安田　宜成 腎臓内科学（特任研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

安藤　雄一 化学療法部

可変培養環境下で合目的に調製した細胞外小胞によるカス
ケード的骨再生法の開発

日本学術振興会

がん関連線維芽細胞の多様性による免疫チェックポイント阻害
薬の効果予測の機序解明

山田　清文

腎臓内科学

日本学術振興会

間葉系幹細胞の微小環境での炎症制御機構に着眼した次世
代型免疫・炎症制御法の創成

日比　英晴 顎顔面外科学

マイオカインを標的とした運動による加齢関連疾患の制御機
構の解明と創薬への応用

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学

日本学術振興会

脳と免疫系相互作用の観点からの多階層的研究による精神
疾患病態解明

丸山　彰一

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

久島　周

日本学術振興会

勝野　雅央 神経内科学

日本学術振興会
大内　乗有 循環器内科学（分子循環器寄附講座）

日本学術振興会

メタボローム解析を活用した腎血漿流量とより正確な糸球体濾
過量推算式の開発

日本学術振興会

日本学術振興会

超早期ライフステージに着目した神経変性疾患の時空間特異
性の解明

孤発性ALSにおける凝集型TDP-43の生体内伝播メカニズム
の解明

日本学術振興会

日本学術振興会

精神医学ゲノムコピー数変異データに基づく精神疾患病態の多階層的
理解

心臓の硬化を制御するG蛋白質共役受容体の機能解明と心
不全治療薬シーズの探索

竹藤　幹人 循環器内科学
日本学術振興会

悪性中皮腫におけるオキシトシン受容体を標的とした新規治
療法の開発

田中　一大 呼吸器内科
日本学術振興会

CHRNB2を標的とした革新的がん抗体医薬とコンパニオン診断
技術の創出研究

神田　光郎 消化器外科学
日本学術振興会

膵癌細胞の早期転移とdormancyに関する機序解明とその治
療法の検討

山口　淳平 消化器外科一
日本学術振興会

アディポペリトクロストークに基づく卵巣癌腹膜進展に関する学
際的研究基盤の創成

梶山　広明 産婦人科学
日本学術振興会

特定波長光によるメラノーマ増殖・転移抑制メカニズムの解
明ーGq変異を巡ってー

橋川　和信 形成外科学
日本学術振興会

フレイルインデックス開発のためのコホート研究
梅垣　宏行 地域在宅医療学・老年科学

日本学術振興会

新規の病態解明を企図した自閉スペクトラム症多発家系のロ
ングリードシークエンス

木村　大樹 精神医学
日本学術振興会

流体構造連成解析による大動脈瘤成長・破裂のリスク予測シ
ステムの開発

竹原　康雄 量子医学（新規低侵襲～寄附講座）

日本学術振興会

ホルモン連関とクローン性造血から探る糖尿病性心筋症の原
因解析

室原　豊明 循環器内科学
日本学術振興会

ドライバー癌遺伝子誘導性の細胞老化を作用機序とする変異
KRAS肺癌の創薬研究

佐藤　光夫 呼吸器内科学
日本学術振興会

直接リプログラミングによる気道上皮細胞の効率的誘導法の
確立

石井　誠 呼吸器内科学
日本学術振興会

魚鱗癬での表皮脂質異常・バリア障害と炎症とのクロストーク
の解明と新規治療への展開

秋山　真志 皮膚科学
日本学術振興会

細胞接着因子を標的とするデュアル修飾型アンチセンス核酸
を用いた革新的癌治療薬創出

小寺　泰弘 消化器外科学
日本学術振興会

（様式第3）



4,550,000 補

委

6,370,000 補

委

5,720,000 補

委

4,680,000 補

委

6,500,000 補

委

7,020,000 補

委

6,500,000 補

委

7,280,000 補

委

6,500,000 補

委

7,670,000 補

委

7,020,000 補

委

7,280,000 補

委

11,960,000 補

委

7,930,000 補

委

6,500,000 補

委

7,020,000 補

委

800,000 補

委

1,560,000 補

委

480,000 補

委

910,000 補

委

1,690,000 補

委

910,000 補

委

1,300,000 補

委

1,300,000 補

委

780,000 補

委

1,040,000 補

委

1,560,000 補

委

脱気変形アルゴリズムとバードビュー機能を用いた肺表面位
置情報ガイドの開発への挑戦

芳川　豊史 呼吸器外科学
日本学術振興会

超音波併用脳内局所薬剤送達システムの臨床応用に向けた
研究

齋藤　竜太 脳神経外科学
日本学術振興会

難治性卵巣がんにおける細胞外小胞機能解析と臨床応用基
盤創生

横井　暁 産科婦人科
日本学術振興会

感覚情報処理系の解析を含めた手指巧緻運動障害の定量化
と未病早期検出技術の開発

米田　英正 手の外科
日本学術振興会

神経異常タンパク質の凝集抑制治療の開発
佐橋　健太郎 神経内科

日本学術振興会

間葉系幹細胞カラムとiPS細胞・遺伝子編集技術を融合した新
規治療システム

古橋　和拡 腎臓内科
日本学術振興会

日本人に特徴的な白血病原性融合遺伝子の白血病発症機構
の解明

早川　文彦 血液内科
日本学術振興会

免疫チェックポイント阻害薬による下垂体機能障害の発症予
測システムの確立

有馬　寛 糖尿病･内分泌内科学
日本学術振興会

生体タンパク模倣短鎖ペプチドの創成と低侵襲的大動脈瘤治
療法開発の試み

成田　裕司 心臓外科
日本学術振興会

敗血症病態のトランスクリプトーム解析による創薬基盤形成
松田　直之 救急・集中治療医学

日本学術振興会

非侵襲的シミュレーションを可能とするコネクトーム基盤型機
能外科手術の開発研究

前澤　聡 脳神経先端医療開発学
日本学術振興会

マルチモーダルVR技術を利用した外科実技教育DX
藤原　道隆 クリニカルシミュレーションセンター

日本学術振興会

プロテオームを中心としたトランスオミクス解析による生活習慣
病発症機構の解明

中杤　昌弘 先端医療開発部
日本学術振興会

異所性神経節誘導による感覚運動統合制御システム
栗本　秀 手の外科学

日本学術振興会

RNA修飾に対する「構造と機能」の数理科学予測基盤の構築
小関　準 システム生物学

日本学術振興会

AI画像解析と鉗子の位置情報を利用した食道閉鎖症手術ナビ
ゲーションシステムの開発

内田　広夫 小児外科学
日本学術振興会

致死性血栓症の克服を目指した補体3型受容体の機能解明
長野　文彦 腎臓内科

日本学術振興会

難治性熱帯皮膚病におけるマイクロバイオーム解析
村瀬　千晶 皮膚科

日本学術振興会

IoTセンシング技術を活用した看護行動認識とプレゼンティズ
ム分析

山下　佳子 メディカルITセンター
日本学術振興会

がん薬物療法における抗がん薬曝露に対する科学的エビデン
スの創出

満間　綾子 化学療法部（がんプロ）
日本学術振興会

呼吸器悪性腫瘍における血管新生阻害治療の低侵襲な効果
予測法を確立をめざす研究

森瀬　昌宏 呼吸器内科
日本学術振興会

炎症性腸疾患における新規粘膜関連細菌叢検出法を用いた
腸粘膜炎症プロファイルの作成

中村　正直 消化器内科
日本学術振興会

免疫介在性ニューロパチーの疾患活動性を反映する新規バイ
オマーカーの開発

飯島　正博 神経内科
日本学術振興会

非全身性血管炎性ニューロパチーの病態解明と新規治療法
の開発

小池　春樹 神経内科学
日本学術振興会

産後に抑うつ状態を呈する要介入者を選定するツールの開発
中村　由嘉子 精神医療学寄附講座

日本学術振興会

ホウ素中性子捕捉療法における中性子ビーム強度変調システ
ムの開発

加茂前　健 放射線科
日本学術振興会

肺高血圧症の閉塞性病変における平滑筋細胞形質変換のプ
ロテオームによる網羅的解析

加藤　太一 小児科学
日本学術振興会



1,040,000 補

委

1,300,000 補

委

1,430,000 補

委

910,000 補

委

1,430,000 補

委

910,000 補

委

910,000 補

委

910,000 補

委

910,000 補

委

910,000 補

委

1,430,000 補

委

1,560,000 補

委

1,300,000 補

委

1,430,000 補

委

1,430,000 補

委

1,690,000 補

委

1,690,000 補

委

1,690,000 補

委

1,430,000 補

委

520,000 補

委

1,560,000 補

委

1,300,000 補

委

910,000 補

委

1,690,000 補

委

1,300,000 補

委

390,000 補

委

1,170,000 補

委

先進的MRI解析によるDuchenne型筋ジストロフィーの脳構造・
機能異常の解明

夏目　淳 小児科学（障害児（者）寄附講座）
日本学術振興会

脳波-近赤外分光法同時記録を用いたサブプレート・ニューロ
ンの脳血流動態の解明

城所　博之 小児科
日本学術振興会

消化器がん化学療法における新規バイオマーカーとしての
DNAメチル化の探索的研究

前田　修 化学療法部（がんﾌﾟﾛがん薬物療法学）

日本学術振興会

HBs抗原陰性化に関わるB型肝炎ウイルス変異と腸内細菌叢
が及ぼす免疫応答の解明

本多　隆 消化器内科
日本学術振興会

脂肪組織由来間葉系前駆細胞を用いた血管新生療法の分子
基盤探索

柴田　玲 循環器内科学（先進循環器寄附講座）

日本学術振興会

神経型ナトリウムチャネルを標的とする新しい抗不整脈薬開発
のための基盤研究

辻　幸臣 循環器先端医療研究学寄附講座
日本学術振興会

重症呼吸器感染症の免疫動態解明とIL-7を含めた新規免疫
療法ストラテジーの構築

進藤　有一郎 呼吸器内科
日本学術振興会

特異的な間葉系幹細胞マーカーMeflinを介した腎線維化の機
序解明と治療法の開発

齋藤　尚二 腎臓内科
日本学術振興会

高温環境によるCKD発症の病態解明と細胞老化制御を介した
治療標的の探索

佐藤　由香 血液浄化部
日本学術振興会

糖尿病性腎・肝疾患に対する新規治療標的としてのBsgの有
用性

小杉　智規 腎臓内科学
日本学術振興会

自己炎症性角化症におけるプレシジョンメディシンの開発
武市　拓也 皮膚科

日本学術振興会

皮膚筋炎におけるRNA編集酵素ADAR1の自己免疫応答とも
たらす病態

室　慶直 皮膚科学
日本学術振興会

血管増殖におけるVWF-HBDの同定と抑制型VEGFアイソ
フォームとの相互作用

松下　正 輸血部
日本学術振興会

TKI時代のPh+ALLにおける多角的予後因子分析
西脇　聡史 先端医療開発部

日本学術振興会

悪性リンパ腫の多様性から解く臓器指向性の解明と新規治療
への応用

島田　和之 血液内科
日本学術振興会

ヒトES細胞・iPS細胞を用いた視床下部神経幹細胞の創出
須賀　英隆 糖尿病･内分泌内科学

日本学術振興会

生体吸収性・良操作性・骨再生能を持つ多機能骨髄止血材の
開発

伊藤　英樹 心臓外科（重症心不全治療ｾﾝﾀｰ）

日本学術振興会

認知予備力とミトコンドリア機能の脆弱性との関連を探る
三澤　知子 麻酔科

日本学術振興会

骨延長マウスモデルにおけるメクロジンのFGFR3抑制効果の
検討

神谷　庸成 整形外科
日本学術振興会

排尿筋低活動に対する人工知能を用いた診断法の開発と非
侵襲的バイオマーカーの探索

松川　宜久 泌尿器科
日本学術振興会

顆粒膜細胞障害に着目した子宮内膜症における卵胞発育障
害の解明

中村　智子 産科婦人科
日本学術振興会

治療抵抗性絨毛癌に対する全ゲノム解析に基づいた複合的
がん免疫治療の確立

新美　薫 産婦人科学
日本学術振興会

医療技能のデジタル化で実現する卵巣腫瘍の革新的診断シ
ステムの開発

池田　芳紀 産科婦人科
日本学術振興会

エピゲノム編集による抹消血を用いた網膜色素変性病因遺伝
子の発現解析法の開発

西口　康二 眼科学
日本学術振興会

地域包括ケア時代におけるジェネラリスト看護師の臨床実践
能力評価システムの開発

秋山　智弥 卒後臨床研修・ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ

日本学術振興会

呼吸器疾患患者に対するリハビリテーション方策（振動刺激療
法）の新規開拓

井上　貴行 リハビリ部門
日本学術振興会

人工内耳両側装用者における聴覚処理プロセスの解明
吉田　忠雄 耳鼻咽喉科学

日本学術振興会
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脂質網羅的解析による睡眠障害のメタボロミクスへの影響の
検討

宮田　聖子 精神医学（精神医療学寄附講座）
日本学術振興会

家庭用の自動血圧計に実装する動脈硬化早期診断装置の開
発

宮城　英毅 メディカルITセンター
日本学術振興会

膵疾患に対する超音波内視鏡検査の診断能向上を目的とした
人工知能の臨床応用

石川　卓哉 消化器内科学
日本学術振興会

我が国の伝統医学書にみられる「一字銘」の網羅的解析
川島　希 小児科

日本学術振興会

one carbon metabolismによる膵癌制御の可能性
林　真路 消化器外科二

日本学術振興会

近赤外を用いた次世代励起治療の開発とその機序解明研究
佐藤　和秀 呼吸器内科

日本学術振興会

DNAメチル化パネルによる多癌種鑑別診断技術の確立
清水　大 消化器外科二

日本学術振興会

球脊髄性筋萎縮症レジストリデータを用いた病態進行に関わ
る因子の同定

橋詰　淳 臨床研究教育学（神経内科学）
日本学術振興会

産後うつ病の全ゲノム・メタボローム解析による病態解明とバ
イオマーカーの開発

髙橋　長秀 親と子どもの心療科
日本学術振興会

統合失調症における加齢に伴う脳神経回路病態を解明する
山本　真江里 精神科

日本学術振興会

機械学習を用いた統合失調症の運転適性判断指標の抽出
岩本　邦弘 精神医学

日本学術振興会

ノンコーディング領域と中間サイズの変異に着目した精神疾患
の遺伝要因解明

久島　周 精神医学
日本学術振興会

肝内門脈側副路の評価と肝静脈塞栓を組み込んだ拡大肝切
除のためのIVRの新戦略

駒田　智大 放射線科
日本学術振興会

MRIによる脳内リンパ系の評価法の開発：睡眠との関連による
評価

田岡　俊昭 量子医学
日本学術振興会

治療抵抗性致死的不整脈に対する定位放射線治療の研究
川村　麻里子 量子医学（量子介入治療学）

日本学術振興会

微生物叢・シングルセル遺伝子解析によるウイルス性肺炎の
重症化機序の解明

川田　潤一 小児科
日本学術振興会

ChIP-Seqを用いた若年性骨髄単球性白血病の網羅的ヒストン
修飾解析

村松　秀城 小児科
日本学術振興会

小脳障害に着目した早産児の神経学的障害の病態解明と幹
細胞療法の治療機序解明

佐藤　義朗 小児科（総合周産期（新生児））
日本学術振興会

免疫チェックポイント阻害剤抵抗性を改善する革新的膵癌治
療法の開発

飯田　忠 消化器内科(救急診療等運営本部）

日本学術振興会

劇症型心筋炎における急性期管理法の確立および低侵襲早
期診断マーカーの探索と開発

奥村　貴裕 循環器内科（重症心不全治療ｾﾝﾀｰ）

日本学術振興会

新規抗炎症性アディポカインによる心臓病、腎臓病制御機構
の解明

大橋　浩二 循環器内科学（分子循環器寄附講座）

日本学術振興会

肺癌免疫チェックポイント阻害薬併用療法のバイオマーカー研
究

長谷　哲成 呼吸器内科
日本学術振興会

間質性肺炎急性増悪病態における新規病的微小環境因子・ミ
トコンドリアＤＮＡの役割

阪本　考司 呼吸器内科
日本学術振興会

日本の一次性膜性腎症における新規責任抗原の同定と臨床
実態および病態機序の解明

秋山　真一 腎臓内科学（特任研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）
日本学術振興会

ヒトiPS細胞由来間葉系幹細胞を用いた新規腎疾患治療法の
開発

田中　章仁 腎臓内科
日本学術振興会

ループス腎炎における補体副経路の役割解明と治療への応
用

金　恒秀 腎不全システム治療学寄附講座
日本学術振興会

腹膜透析関連腹膜障害における補体を介した進展機序の解
明と新規抗補体治療法の開発

鈴木　康弘 腎不全システム治療学寄附講座
日本学術振興会
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ヒト急性GVHDにおける組織残存レシピエントT細胞の機能と臨
床的意義の解明

村田　誠 血液・腫瘍内科学
日本学術振興会

活性値の乖離に着目した血友病性関節症の病態解明とアン
メットニーズの開拓

鈴木　伸明 輸血部（検査部）
日本学術振興会

好塩基球を介した2型炎症調節機構の解明ーアレルギー性・
好酸球性肺疾患と肺恒常性

若原　恵子 呼吸器内科
日本学術振興会

グルココルチコイドによるバソプレシン分泌調節機構ー仮面尿
崩症の病態解明に向けてー

萩原　大輔 糖尿病･内分泌内科
日本学術振興会

小児がんの診断治療に資する新規蛍光プローブの開発研究
城田　千代栄 小児外科

日本学術振興会

消化器外科手術後感染性合併症を予防するプロバイオティク
ス製剤の開発

横山　幸浩 腫瘍外科学(428外科周術期～寄附講座)

日本学術振興会

胆道癌の全ゲノム解析による化学療法抵抗性に関する遺伝子
変異の探索と機能解析

水野　隆史 消化器外科一
日本学術振興会

生体吸収性ポリマーと機能性ペプチドの複合化による再生型
癒着防止人工心膜の開発

緒方　藍歌 心臓外科学（特任研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）
日本学術振興会

マクロファージ形質制御性生体吸収性ポリマーによるin situ大
動脈瘤拡大抑制

柚原　悟史 心臓外科（重症心不全治療ｾﾝﾀｰ）

日本学術振興会

ロイコトリエン-リポキシゲナーゼ代謝系をターゲットとした新規
血管病治療の探索研究

川井　陽平 血管外科（一外）
日本学術振興会

胸部大動脈ステントグラフト内挿術後脊髄障害発症機序の解
明と新規予防戦略の展開

坂野　比呂志 血管外科
日本学術振興会

大動脈瘤抑制のための血流改変モデルの解析
新美　清章 血管外科（一外）

日本学術振興会

無痛性除細動を可能にする導電性繊維電極心臓サポートネッ
ト開発

秋田　利明 心臓外科学
日本学術振興会

モーションセンサからの位置情報を利用する神経筋反応評価
アルゴリズムの開発

中村　のぞみ 麻酔科
日本学術振興会

術後せん妄の病態生理および睡眠障害との因果関係の解明
森　厚詞 麻酔・蘇生医学（周術期寄附講座）

日本学術振興会

プロポフォールによる細胞障害とカルシニューリン
赤根　亜希子 麻酔科

日本学術振興会

Real-time precision functional network mapping of the human
brain for neurosurgical applications

BAGARINAO
Epifanio jr tila

脳とこころの研究センター
日本学術振興会

覚醒下脳手術における島皮質の自律神経機能に関わる新規
神経基盤の解明

本村　和也 脳神経外科学
日本学術振興会

Wntシグナル経路の至適な活性化による大腿骨頭壊死症の新
規治療法の応用開発

竹上　靖彦 整形外科
日本学術振興会

代謝リプログラミングによる腱由来間葉系幹細胞の分化制御
の解明

浅井　秀司 整形外科
日本学術振興会

神経再生機構における受容体型チロシンキナーゼ新規活性化
リガンドの役割

町野　正明 整形外科
日本学術振興会

患者由来組織を用いた神経線維腫に対する新規治療開発：神
経線維腫症1型の進行予防

生田　国大 整形外科
日本学術振興会

間質性膀胱炎の病態と制御性T細胞による免疫応答の関連性
に関する研究

石田　昇平 泌尿器科
日本学術振興会

卵巣癌細胞を貪食した腹膜中皮細胞による抗腫瘍免疫抑制
の機序解明と再賦活化法の検討

小屋　美博 産婦人科学
日本学術振興会

内リンパ水腫疾患に対する新規治療法の開発
曾根　三千彦 耳鼻咽喉科学

日本学術振興会

網膜色素変性症治療のための高効率なゲノム編集遺伝子治
療の開発

藤田　幸輔 眼科学
日本学術振興会

神経線維腫症1型の特性から解明するScarless Wound Healing
大石　真由美 形成外科（専攻医）

日本学術振興会
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放射線性萎縮モデルにおける唾液腺幹細胞再生メカニズムの
分子基盤

酒井　陽 歯科口腔外科
日本学術振興会

幹/前駆細胞のシーケンシャルな体内移動を基軸とした新しい
骨再生治療の開発

藤尾　正人 顎顔面外科学
日本学術振興会

歯肉癌をターゲットとした長鎖非翻訳RNA「TUG1」の抗腫瘍効
果の検討

市村　典久 歯科口腔外科
日本学術振興会

地方自治体がポピュレーションストラテジーとして行う減塩対策
事業の費用対効果の評価

佐藤　寿一 総合診療科
日本学術振興会

デジタルテクノロジーについていけない教職員の苦悩
近藤　猛 総合診療科

日本学術振興会

サルコペニア患者に対する腸内細菌叢への介入による効果的
な運動療法の開発

石津　洋二 消化器内科
日本学術振興会

高齢消化器癌手術症例における術後自立度低下に関するリス
ク評価と介入の有効性の検討

田中　千恵 消化器外科二
日本学術振興会

AIを活用した気管支腔内超音波断層法（EBUS)画像解析
岡地　祥太郎 呼吸器内科

日本学術振興会

リアルワールドデータを用いた新たな臨床研究における品質
マネジメント基盤の構築

諸橋　朱美 先端医療開発部
日本学術振興会

胎児に対する免疫学的寛容を誘導するマクロファージの同定
大木　拓究人 手の外科学

日本学術振興会

DNA付加体の同定による膵癌発癌メカニズムの解明
服部　憲史 消化器外科二

日本学術振興会

腎芽腫メタボローム解析（尿/組織）による診断マーカーとオン
コメタボライト探索

岡本　眞宗 小児がん治療センター（小児外科）
日本学術振興会

CAR-T細胞機能を向上させるCAR構造の最適化
西尾　信博 先端医療開発部（小児科学）

日本学術振興会

精神疾患モデルマウスに特徴的な日周性活動量・体温変化
森　大輔 脳とこころの研究センター

日本学術振興会

高齢がん患者における免疫チェックポイント阻害薬のバイオ
マーカー探索

下方　智也 化学療法部（がんプロ）
日本学術振興会

RNA結合蛋白質FUSの機能異常に伴う筋萎縮側索硬化症の
シナプス病態解明研究

横井　聡 神経内科学
日本学術振興会

中脳から捉える22q11.2欠失症候群患者の脳内分子・細胞病
態

有岡　祐子 先端医療開発部
日本学術振興会

稀なゲノム変異に着目した統合失調症脳組織表現型の神経
病理解析

鳥居　洋太 精神科
日本学術振興会

人工知能を用いたバーチャル高分解能CTによる肺癌の過去・
未来画像シミュレーション

岩野　信吾 量子医学
日本学術振興会

深層学習を用いた脳深部の高精細MR画像　～7テスラ超高磁
場MR画像に迫る～

中根　俊樹 放射線科
日本学術振興会

シングルセル遺伝子発現解析を用いた小児骨髄不全症の病
態解明

成田　敦 小児科
日本学術振興会

SGA児の低酸素性虚血性脳症における重症化機序解明と
Muse細胞療法の研究

早川　昌弘 小児科（総合周産期（新生児））
日本学術振興会

横紋筋肉腫メタボローム解析（尿/組織）による診断マーカーと
オンコメタボライト探索

住田　亙 小児外科（小児がん治療センター）
日本学術振興会

メタゲノム解析とオミクス解析を用いたFontan術後蛋白漏出性
胃腸症の病態解明

郷　清貴 小児科
日本学術振興会

膵癌早期診断を目的とした、IPMNの病変及び周囲背景膵にお
ける遺伝子変異解析

大野　栄三郎 消化器内科
日本学術振興会

心臓-副腎連関メディエーターとしてのケトン体の役割と心不全
悪化予防への臨床展開

坂東　泰子 循環器内科
日本学術振興会

肺細動脈内皮細胞で特徴的変化を示す分子に着目した肺高
血圧症への新規治療戦略の開発

加藤　勝洋 循環器内科
日本学術振興会
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非可逆的電気穿孔法の出力設定最適化と心室性不整脈治療
への応用に関する検討

因田　恭也 循環器内科学
日本学術振興会

免疫チェックポイント阻害薬による自己抗体関連有害事象の
検証を目的とした研究

森本　竜太 循環器内科
日本学術振興会

脂肪組織由来間葉系前駆細胞を用いたリンパ浮腫に対するリ
ンパ管新生療法の開発研究

清水　優樹 循環器内科
日本学術振興会

難治性ネフローゼ症候群のエネルギー代謝動態から迫る新た
な治療標的の探索

前田　佳哉輔 腎臓内科
日本学術振興会

補体関連蛋白の遺伝子変異と自己抗体の存在に着目したC3
腎症の病因・病態解明

水野　正司 腎不全システム治療学寄附講座
日本学術振興会

慢性腎臓病患者における生体内細菌叢をターゲットにした新
規抗老化療法の開発

加藤　佐和子 腎臓内科学（特任研究ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）
日本学術振興会

aHUS早期診断及び抗補体薬の適応判断に必要な補体機能
検査開発

加藤　規利 腎臓内科
日本学術振興会

急性骨髄性白血病で高発現する好中球エラスターゼの機能解
明と新規治療開発

石川　裕一 血液内科
日本学術振興会

CUL5の発現抑制を介したT細胞の活性制御のメカニズム解明
とその臨床応用

寺倉　精太郎 血液内科
日本学術振興会

線溶・抗線溶のバランスを捉える包括的線溶系スクリーニング
検査法の開発研究

鈴木　敦夫 臨床検査部門
日本学術振興会

CTLA-4およびPD-1阻害による下垂体障害マウスモデルを用
いた自己抗原の解明

岩間　信太郎 糖尿病･内分泌内科
日本学術振興会

クローン病術後抗TNFα抗体維持療法の有効性と安全性に関
する検討

中山　吾郎 消化器外科学
日本学術振興会

膵癌における低酸素応答性エレメントのターゲット遺伝子群の
同定

猪川　祥邦 消化器外科二
日本学術振興会

胆道癌における融合型ノンコーディングRNAの機能解明と臨床
応用

國料　俊男 消化器外科一（530ゲノム医療センター）

日本学術振興会

大動脈ステントグラフト術後タイプ２エンドリークに対する新規
診断・治療戦略の開発

杉本　昌之 血管外科
日本学術振興会

大動脈瘤におけるマクロファージAIM炎症機構の解明と治療法
の開発

寺澤　幸枝 心臓外科
日本学術振興会

M2マクロファージによる効率的大動脈瘤治療法の確立
所　正佳 心臓外科

日本学術振興会

感染を予防・制御する抗菌性ポリマー人工血管の創出
六鹿　雅登 心臓外科学

日本学術振興会

経カテーテル僧帽弁置換のための安定した経心房中隔アクセ
ス法の確立

德田　順之 心臓外科
日本学術振興会

線維芽細胞の多様性理解に基づく肺線維症合併肺癌の病態
の解明と治療戦略の探索

仲西　慶太 呼吸器外科
日本学術振興会

脳死関連肺障害の病態解明と予防・治療法の開発ー
NPY,VEGFと腸換気法の検討

西脇　公俊 麻酔・蘇生医学
日本学術振興会

ビッグデータと凝固プロファイリングによる敗血症性凝固障害
主要メカニズムの解明

春日井　大介 救急科
日本学術振興会

もやもや病脳動脈COL15A1発現低下のエピゲノム制御機構と
病態生理の解明

荒木　芳生 眼科学
日本学術振興会

塩基性ヘリックスループヘリックス転写機構制御と細胞治療を
融合する神経再生治療開発

西村　由介 脳神経外科
日本学術振興会

小児大腿骨頭壊死症の線維化を中心とした病態解明と新規骨
再生促進薬の開発

三島　健一 整形外科学
日本学術振興会

超音波関節鏡を併用した次世代型関節鏡ARシステムの開発
山本　美知郎 手の外科学

日本学術振興会

FGFR3インヒビターのマウスモデルへの長期投与と作用機序
の検討

松下　雅樹 整形外科
日本学術振興会
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AIによる前立腺癌病理情報に基づく遺伝子変異診断法の開発
加藤　真史 泌尿器科

日本学術振興会

早産児の神経学的予後向上に向けた病態解明～腸脳相関に
着目して～

小谷　友美 産婦人科学（総合周産期（生殖））
日本学術振興会

腫瘍特異抗体を用いた蛍光イメージングのリンパ節転移への
治療応用

西尾　直樹 耳鼻咽喉科学
日本学術振興会

寄生虫感染とシリコーンオイル使用眼で観察される網膜障害
の原因はフェロトーシスか？

兼子　裕規 眼科
日本学術振興会

NOTCH2NLC 遺伝子上のGGC リピート配列延長の網膜変性
への関与

上野　真治 眼科学
日本学術振興会

被膜拘縮を抑制するペプチドコーティング乳房インプラントの
開発

神戸　未来 形成外科
日本学術振興会

病院情報システムを活用した臨床試験データ品質管理手法の
確立

鍬塚　八千代 先端医療開発部
日本学術振興会

高度専門性をもつ医療安全管理者人材養成プログラムの開発
と効果測定

平松　真理子 患者安全推進部
日本学術振興会

精神科診療ガイドラインの利用実態と今後の普及促進に必要
な条件に関する研究

小笠原　一能 卒後臨床研修・ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ

日本学術振興会

運動器疾患をターゲットとした生活習慣・栄養摂取に関するバ
イオマーカー探索

関　泰輔 整形外科
日本学術振興会

EPAを用いたエキスパート外科医育成のための評価基準の開
発

髙見　秀樹 消化器外科二
日本学術振興会

多層的解析による精神疾患の脳・心臓病態解明：Diseasome
の具現化へ

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学
日本学術振興会

生体内微量体液に対する革新的がん細胞外小胞
Heterogenitey解析

横井　暁 産科婦人科
日本学術振興会

超音波併用脳内局所広範囲薬剤投与法を用いた画期的なア
ルツハイマー病新規治療法開発

齋藤　竜太 脳神経外科学
日本学術振興会

広域Caイメージングとトランスオミックスによるレビー小体病シ
ナプス病態の解明

勝野　雅央 神経内科学
日本学術振興会

分化誘導型アイソフォーム誘導療法によるMEF2D融合遺伝子
陽性白血病治療

早川　文彦 血液内科
日本学術振興会

臓器嗜好性に焦点をあてた食道癌転移の分子機序解明から
の創薬研究

小寺　泰弘 消化器外科学
日本学術振興会

合併症軽減をめざした新規破骨細胞分化抑制薬の開発
西田　佳弘 整形外科（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科）

日本学術振興会

腹腔内細胞コミュニケーションが誘導するオカルト播種の休眠
維持環境構築のメカニズム

梶山　広明 産婦人科学
日本学術振興会

可塑性の制御による固形癌の革新的治療法の開発
赤松　秀輔 泌尿器科学

日本学術振興会

胆膵疾患の十二指腸主乳頭擦過採取による表在細菌叢プロ
ファイル作成と臨床応用の探索

川嶋　啓揮 消化器内科学
日本学術振興会

運動ニューロン疾患の初期軸索病態の解明
佐橋　健太郎 神経内科

日本学術振興会

遠位型遺伝性運動ニューロパチー７型の病態解明と病態抑止
療法の開発

井口　洋平 脳神経内科
日本学術振興会

長鎖非翻訳RNAを標的とする変異KRAS肺癌の合成致死治療
の開発

佐藤　光夫 呼吸器内科学
日本学術振興会

糸球体周囲マクロファージは基底膜を貫く樹状突起によりポド
サイト恒常性を維持する

古橋　和拡 腎臓内科
日本学術振興会

食がもたらす喜びと行動を評価する解析システムの開発と脳
内機序の解明

溝口　博之 薬剤部
日本学術振興会

精神疾患に関わる環境要因による脳内機能形態変化のメカニ
ズムと意義の解明

肥田　裕丈 薬剤部
日本学術振興会
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乳がん術後薬物療法の治療意思決定に関わるプロセス
高野　悠子 化学療法部

日本学術振興会

口腔領域の身体症状症（疼痛が主症状）における治療反応性
予測因子を同定する

德倉　達也 精神科
日本学術振興会

新しいヒス束ペースメーカの長期予後と刺激伝導系の解明を
目指した多施設共同研究

柳澤　哲 循環器内科学（先進循環器寄附講座）

日本学術振興会

アレルゲン特異的IgG4の経皮的感作、脱感作における機能解
析

桃原　真理子 皮膚科
日本学術振興会

分子状水素水を用いた間質性肺炎に対する新たな治療法の
開発

尾関　直樹 呼吸器外科
日本学術振興会

仮想胸腔鏡のみによる呼吸器外科手術の実現
中村　彰太 呼吸器外科

日本学術振興会

直腸癌の免疫微小環境に与える術前化学療法の影響と新規
治療レジメンの開発

小倉　淳司 消化器外科一
日本学術振興会

強T2強調3D-FLAIR画像を用いた髄膜リンパ管の評価および
神経疾患の病態解明

中道　玲瑛 放射線科
日本学術振興会

悪性神経膠腫放射線治療における高精度/高再現性標的体
積決定法の開発

髙瀬　裕樹 放射線科
日本学術振興会

脳磁場計測による小児急性脳炎脳症後の脳神経ネットワーク
の解明

山本　啓之 小児科
日本学術振興会

幹細胞を用いた小腸再生を標的とした新生児壊死性腸炎の治
療法の開発

谷口　顕信 小児科
日本学術振興会

神経細胞のイオンホメオスタシスに着目した新生児慢性肺疾
患に伴う神経障害の病態解明

村松　友佳子 小児科
日本学術振興会

腸管分泌型IgA抗体に着目したirAE腸炎発症原因を探索する
研究

澤田　つな騎 消化器内科（光学医療診療部）
日本学術振興会

KID症候群魚鱗癬病変に対するsiRNAを用いた新規治療戦略
の開拓

滝　奉樹 皮膚科
日本学術振興会

遺伝性角化異常症における新規細菌叢特異的治療開発への
戦略

村瀬　千晶 皮膚科
日本学術振興会

成人T細胞白血病に対する複数抗原を標的とした新規T細胞
療法の開発基盤

葉名尻　良 血液内科
日本学術振興会

脳室上衣繊毛ダイニン異常による非閉塞性水頭症の発症、増
悪機序の分子学的解明

竹内　和人 脳神経外科
日本学術振興会

もやもや病の病変部血管の遺伝子発現解析
横山　欣也 脳神経外科

日本学術振興会

脊髄腫瘍の手術戦略決定に有用な術前、術中H3F3A遺伝子
プロファイリング

永島　吉孝 脳神経外科
日本学術振興会

難治性麻痺克服を目指した再生医療と埋込型神経刺激デバイ
スによる運動機能再建

德武　克浩 手の外科学（四肢外傷学寄附講座）

日本学術振興会

Rspo2を用いた新たな骨再生治療
中島　宏彰 整形外科

日本学術振興会

軟骨細胞における代謝リプログラミングのメカニズムと役割の
解明

寺部　健哉 整形外科（救急診療等運営本部）
日本学術振興会

臓器連関に着目した多嚢胞性卵巣症候群の病態解析と新規
治療法の開発

大須賀　智子 産婦人科学
日本学術振興会

Streptozotocinが有する聴覚障害・前庭障害の横断的な検討
杉本　賢文 耳鼻いんこう科

日本学術振興会

幹細胞が分泌するエクソソームを用いた誤嚥性肺炎の治療法
の開発

椙村　有紀子 歯科口腔外科
日本学術振興会

歯髄幹細胞由来因子と半導体レーザーを用いた皮弁再建後
の治癒促進法の開発

山口　聡 歯科口腔外科
日本学術振興会

患者レジストリにおける統計学的データエラー管理手法の構
築

木下　文恵 先端医療開発部
日本学術振興会
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地域の大規模疫学データが抗菌薬適正使用に与える影響の
評価

森岡　悠 臨床感染統御学（中央感染制御部）

日本学術振興会

化学療法治療を有する小児血液がん患者に対する運動・認知
同時課題の認知機能への影響

森　友洋 リハビリ部門
日本学術振興会

腹腔洗浄液の高深度プロテオーム解析による膵癌腹膜播種
再発予測法の開発

川勝　章司 消化器外科一
日本学術振興会

ALS患者のメタボローム異常に注目したリバーストランスレー
ショナル病態解析

伊藤　大輔 脳神経内科
日本学術振興会

球脊髄性筋萎縮症におけるClチャンネル機能障害の病態解明
と治療法開発

山田　晋一郎 脳神経内科
日本学術振興会

機械学習を用いた質問紙調査解析によるレビー小体病のリス
ク評価システムの開発

服部　誠 神経内科
日本学術振興会

放射線誘導免疫応答のメカニズム解明および免疫放射線治
療の最適化

奥村　真之 放射線科
日本学術振興会

人工知能を用いた画像診断報告書の自然言語処理解析に関
する検討

伊藤　倫太郎 量子医学
日本学術振興会

チロシンキナーゼ遺伝子異常による先天性心疾患を伴う症候
群の発症メカニズム解析

山本　英範 小児科
日本学術振興会

炎症性腸疾患の多様化を見据えた新規インフラマソーム標的
治療法の開発

前田　啓子 消化器内科
日本学術振興会

アルコール性肝障害におけるUBXD8機能の解明
今井　則博 光学医療診療部

日本学術振興会

ネットワーク解析を用いた腸内細菌が合成するアミノ酸と肝硬
変・筋肉量の関連性の解明

山本　健太 光学医療診療部
日本学術振興会

炎症性腸疾患関連大腸癌の免疫微小環境に影響を与える重
要因子の検索

石川　恵里 消化器内科
日本学術振興会

炎症性腸疾患における線維芽細胞の多様性の生物学的意義
の解明とその制御

水谷　泰之 消化器内科
日本学術振興会

心脾連関に注目した新しい心不全治療法の開発
平岩　宏章 循環器内科

日本学術振興会

乳房外Paget病の遺伝子発現プロファイリングによる病態解明
とバイオメーカー探索

横田　憲二 皮膚科学
日本学術振興会

妊娠出産が家族性中枢性尿崩症のバソプレシンおよびオキシ
トシンに与える影響の解析

宮田　崇 糖尿病･内分泌内科学（特任研究ﾌﾟﾛ）

日本学術振興会

免疫チェックポイント阻害薬による下垂体障害のバイオマー
カーの同定

小林　朋子 糖尿病･内分泌内科
日本学術振興会

自発運動が食事誘発性肥満マウスの視床下部炎症を抑える
細胞・分子メカニズムの研究

杉山　摩利子 糖尿病･内分泌内科
日本学術振興会

組織再生を目指したペプチドによる材料表面設計の研究
牧田　智 小児外科

日本学術振興会

KLRG2を介した胃癌肝転移の分子病態解明とバイオマーカー
開発

中西　香企 消化器外科二
日本学術振興会

心臓外科手術における揮発性麻酔薬による予後改善効果の
研究

田村　高廣 麻酔科
日本学術振興会

電気生理学的手法を用いた内因性疼痛抑制能の測定法の確
立

絹川　友章 麻酔科
日本学術振興会

急性肝不全の病態解明と遺伝子治療を含めた新規創薬イノ
ベーション

田中　卓 救急科
日本学術振興会

新規オルガノイドモデルを用いた下垂体腺腫の薬剤反応メカ
ニズムの解明

永田　雄一 脳神経外科
日本学術振興会

大腿骨壊死に対するFGFR3シグナル活性化による骨形成の検
討

大澤　郁介 整形外科
日本学術振興会

ヒアルロン酸合成酵素の遺伝子導入による新たな変形性膝関
節症の治療に向けて

石塚　真哉 整形外科
日本学術振興会
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進行卵巣癌の病勢制御を目指した癌関連中皮細胞の機能解
析と腹膜再生治療の開発

吉原　雅人 産婦人科学
日本学術振興会

卵巣がん１細胞レベルでのマルチトランスクリプトーム解析に
よる発がん機構の解明

吉田　康将 産婦人科学
日本学術振興会

早産減少を目指した新規管理法の検討～生体内水素産生能
と免疫細胞Th17の関わり～

今井　健史 総合周産期母子医療センター(生殖)

日本学術振興会

網膜静脈閉塞症に伴う黄斑浮腫の網膜障害に関与する眼内
タンパクの同定

冨田　遼 眼科
日本学術振興会

口腔扁平上皮癌における Notch 上 O-グルコース糖鎖修飾の
役割の解析

浦田　悠輔 歯科口腔外科
日本学術振興会

機械学習理論を応用した進行性下顎頭吸収の発症リスク評価
システムの開発

佐世　暁 歯科口腔外科
日本学術振興会

チタン表面改質によるマクロファージ活性化制御に基づいた新
たな骨再生法の開発

外山　直人 外科
日本学術振興会

細胞老化が引き起こす疾患の病態解明と細胞外小胞に含ま
れるmiRNAの予防効果

渡邊　純奈 外科
日本学術振興会

独居高齢者に対するICTを活用した包括的フレイル予防システ
ムの運用による介入効果

井上　愛子 老年内科
日本学術振興会

静圧検知IoTインソールを用いた動的荷重測定と解析による腰
痛の発症前兆候の解明

佐伯　将臣 先端医療開発部
日本学術振興会

持続血糖測定機会提供と学習支援を併用した糖尿病患者へ
の新しい体験型学習方法の開発

尾上　剛史 糖尿病・内分泌内科
日本学術振興会

COVID-19の後遺症の人類学：生物医療・漢方鍼灸・アーユル
ヴェーダを事例に

梅村　絢美 卒後臨床研修・ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ

日本学術振興会

簡便な胆道癌PDOXマウスモデルの開発と応用～理想の個別
化医療を目指した探索～

吉川　潤一 移植外科（二外）
日本学術振興会

遺伝性骨髄不全症候群に対する網羅的プロテオミクス解析
若松　学 小児科

日本学術振興会

キメラ抗原受容体を樹状細胞に組み込んだ新規細胞療法の
抗腫瘍効果機序解析

向山　宣昭 耳鼻いんこう科
日本学術振興会

In silico解析を活用した球脊髄性筋萎縮症の骨格筋病態の解
明

飯田　円 神経内科学
日本学術振興会

ポリグルタミン病における神経変性の超早期病態解明と核酸
医薬開発

蛭薙　智紀 脳神経内科
日本学術振興会

Exploring the mechanisms of synaptic dysfunction related to
loss-of-TDP-43 function in the pathogenesis of ALS/FTLD

李　佳益 神経内科学
日本学術振興会

集束超音波療法と脳機能画像解析を通した振戦性疾患の病
態メカニズム解明

坪井　崇 脳神経内科（卒キャリ）
日本学術振興会

認知予備能に関わる脳内ネットワークと血液バイオマーカーの
統合解析

小倉　礼 脳とこころの研究センター
日本学術振興会

せん妄下にみられる各精神症状の要因や予後に関する研究
立花　昌子 精神科

日本学術振興会

精神障害の病態としてのヒストンメチル化異常ー患者における
ゲノム変異を起点としてー

加藤　秀一 親と子どもの心療科
日本学術振興会

統合失調症心臓病態を反映した心循環系副作用リスク評価系
の構築

奥村　啓樹 薬剤部
日本学術振興会

原発性肺癌の予後予測：超高精細3D-CTによる腫瘍体積と
FDG-PET/CT

神谷　晋一朗 放射線部
日本学術振興会

腹部大動脈瘤形成の血行力学的なリスク因子・予防因子の考
察・研究

杉山　将隆 量子医学（新規低侵襲～寄附講座）

日本学術振興会

3次元CTを用いた微小膵癌の新規画像診断技術の確立
山雄　健太郎 光学医療診療部

日本学術振興会

肝内マクロファージ極性と類洞内皮障害に着目したirAE肝障
害の発症機序の解明

伊藤　隆徳 消化器内科
日本学術振興会
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クローン病の腸管線維化と粘膜低酸素領域との関連性の免疫
学的解明

村手　健太郎 消化器内科
日本学術振興会

NASHに対する新規治療の開発
武藤　久哲 光学医療診療部

日本学術振興会

冠動脈疾患進展の新規曝露危険因子と好中球を介した機序
及び新規予防戦略の探索

田中　哲人 循環器内科
日本学術振興会

クローン性造血がHFpEF病態を修飾するメカニズムの解明
由良　義充 循環器内科（救急診療等運営本部）

日本学術振興会

気管支基底細胞を標的とした特発性肺線維症の病態解明と治
療薬開発

表　紀仁 呼吸器内科(救急診療等運営本部）

日本学術振興会

血液透析患者における大動脈弁石灰化の進展様式の解明と
予後予測法の開発

倉沢　史門 臨良研究教育学（腎臓内科学）
日本学術振興会

部位別腎病理スコアと機能学的メタボローム解析を融合した
新規腎病理評価系の確立

今泉　貴広 先端医療開発部
日本学術振興会

先天性魚鱗癬の病態におけるリゾリン脂質の役割解明と新規
治療標的への展開

棚橋　華奈 皮膚科
日本学術振興会

毛孔性紅色粃糠疹V型を含めたCard14関連炎症性角化症の
病態解明への挑戦

吉川　剛典 皮膚科
日本学術振興会

自己炎症性角化症の病態形成におけるNlrp1の役割
村瀬　友哉 皮膚科

日本学術振興会

全ゲノム解析による食道癌の周術期補助療法と早期再発に関
する研究

杉田　静紀 消化器外科一
日本学術振興会

オリガミ理論に基づいた正確な肺部分切除法の創出
門松　由佳 呼吸器外科

日本学術振興会

細胞外小胞の革新的サーフェスオーム解析を用いた肺癌早期
診断バイオマーカーの開発

加藤　毅人 呼吸器外科
日本学術振興会

脳硬膜マクロファージを中心とした新たなせん妄発生機序の解
明

佐藤　威仁 麻酔科
日本学術振興会

COVID-19の過剰な呼吸ドライブを起点とした病態ダイナミクス
の解明

神宮司　成弘 救急科
日本学術振興会

低分子ヘパリンの脊髄損傷に対する治療効果
伊藤　定之 整形外科学（障害児（者）寄附講座）

日本学術振興会

尿中miRNAsを用いた小児もやもや病の診断と病期進行予測
金森　史哲 脳神経外科学

日本学術振興会

変形性関節症の新しい治療 －OAモデルのCD44断片化と
ADAM10に注目して－

鈴木　望人 整形外科
日本学術振興会

解糖系阻害剤は関節滑膜炎の抑制、関節軟骨保護のための
新規治療薬となり得るか？

大橋　禎史 整形外科
日本学術振興会

新規ヒアルロニダーゼKIAA1199活性阻害を標的とした骨肉腫
に対する薬剤開発

小池　宏 整形外科
日本学術振興会

CRISPR-Cas9スクリーニングによる卵巣奇形腫悪性転化の新
規治療の開発

玉内　学志 産科婦人科
日本学術振興会

子宮内膜微小環境に着目した子宮内膜症の病態解明と抜本
的新規治療法の開発

村岡　彩子 産科婦人科
日本学術振興会

妊娠高血圧症候群による児の神経学的後障害の病態解明と
先制医療への戦略

牛田　貴文 産科婦人科
日本学術振興会

腹膜環境誘導性Notchシグナルを基軸とした卵巣癌腫瘍内不
均一性の解明と標的化

杉山　麻衣 産婦人科
日本学術振興会

革新的CAR-T細胞療法の開発を目指した腹膜播種免疫抑制
機構の解明と克服

芳川　修久 産科婦人科
日本学術振興会

内リンパ水腫の質的診断に関する新規評価法と治療のアルゴ
リズムの開発

小林　万純 耳鼻いんこう科
日本学術振興会

遺伝子治療に向けた網膜色素変性の網膜微細形態評価と機
能評価

川野　健一 眼科
日本学術振興会
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老化細胞の選択的除去による糖尿病網膜症の予防と早期治
療のための薬剤開発

鈴村　文那 眼科
日本学術振興会

細胞老化と脂肪変性・線維化に着目した後天性眼瞼下垂の原
因別病態解明

清水　英幸 眼科
日本学術振興会

遺伝性網膜変性疾患のゲノム医療実現に向けた大規模な病
因遺伝子変異探索

小栁　俊人 眼科
日本学術振興会

環境負荷に応答した幹細胞が分泌する細胞外小胞による機能
的血管網構築と歯周組織再生

坂口　晃平 歯科口腔外科
日本学術振興会

プラズマ活性化乳酸リンゲル液による口腔がん細胞特異的殺
傷作用のオミクス解析

佐藤　康太郎 顎顔面外科学
日本学術振興会

アルツハイマー病における代謝調節に関わる中枢末梢相関の
維持・破綻機構の解明

中井　剛 薬剤部
日本学術振興会

幹細胞由来細胞外小胞に含まれるmiRNAを用いた薬剤性顎
骨壊死の予防

渡邊　純奈 歯科口腔外科
日本学術振興会

末梢神経をターゲットとした神経幹細胞移植による脱神経横隔
膜の機能再建

浅見　雄太 手の外科（救急診療等運営本部）
日本学術振興会

シングルセル解析による球脊髄性筋萎縮症の早期病態解明と
治療法開発

飯田　円 神経内科学
日本学術振興会

シングルセルシーケンス解析を応用した重症EBウイルス関連
疾患の病態解析

鈴木　高子 小児科
日本学術振興会

弱酸性腫瘍間質液のpH制御による抗癌剤治療効果の検討
砂川　真輝 腫瘍外科学(外科周術期～寄附講座)

日本学術振興会

急性骨髄性白血病に対する新規分子標的療法の感受性規定
因子および耐性機序の解明

中島　麻梨絵 血液内科
日本学術振興会

新規神経芽腫マーカー3-MTSによるリスク分類の有効性検証
中川　洋一 小児外科

日本学術振興会

メタボリックシンドロームに対する乳歯歯髄幹細胞培養上清を
用いた新規治療の開発

武藤　久哲 光学医療診療部
日本学術振興会

不完全な膠原病所見を有する間質性肺炎の肺組織遺伝子発
現解析と診断マーカーの開発

表　紀仁 呼吸器内科(救急診療等運営本部）

日本学術振興会

機械学習を用いた間質性肺炎急性増悪発症と予後の予測モ
デルの構築

寺町　涼 メディカルITセンター
日本学術振興会

精神障害をもつ患者でのヒストンメチル化修飾の調節障害ー
ゲノム変異を起点としてー

加藤　秀一 親と子どもの心療科
日本学術振興会

抗PD-1抗体による甲状腺での免疫関連有害事象の非再発機
序の解明

安田　康紀 糖尿病･内分泌内科
日本学術振興会

神経核ごとのAVPニューロンの投射先の解析
川口　頌平 糖尿病･内分泌内科

日本学術振興会

遺伝子治療に向けた網膜色素変性の網膜微細形態評価と機
能評価

川野　健一 眼科
日本学術振興会

プラズマ活性乳酸リンゲル液を用いた口腔癌に対する新規治
療法の開発

佐藤　康太郎 顎顔面外科学
日本学術振興会

膵癌分子サブタイプの可塑性の解明とその作用機序に基づく
新規診断治療法の開発

馬場　泰輔 消化器外科一
日本学術振興会

脳波-機能的MRI同時記録による小児急性脳症後てんかんの
脳内ネットワークの解明

伊藤　祐史 小児科
日本学術振興会

皮膚バリアを担う角質細胞脂質エンべロープの形成機序の解
明と魚鱗癬治療への展望

伊藤　靖敏 皮膚科（専攻医）
日本学術振興会

加齢黄斑変性の新規治療法開発に向けた眼内環境評価と網
膜形態評価

佐治木　愛 眼科
日本学術振興会

中枢神経系原発悪性リンパ腫の治療抵抗性獲得機構の解明
と新規治療法の同定

前田　紗知 脳神経外科学
日本学術振興会

下肢筋力低下の検出と足底感覚強化によりフレイルを予防す
るスマートインソールの開発

山賀　崇 リハビリテーション科
日本学術振興会
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臓器特異的なUBXD8の機能を主軸としたアルコール性肝障害
の病態形成メカニズム

今井　則博 光学医療診療部
日本学術振興会

進行卵巣癌の病勢制御を目的とした腹膜マトリソームの機能・
構造解明と新規治療標的化

吉原　雅人 産婦人科学
日本学術振興会

エンベロープウイルスの膜融合タンパク質に着目した自然免
疫回避機構の解明

渡辺　崇広 ウイルス学
日本学術振興会

腹水中ペプチド・デグラドミクスに注目した進行卵巣癌に対す
る腹腔内環境戦略の創生

梶山　広明 産婦人科学
日本学術振興会

希少難治性皮膚疾患に関する調査研究
秋山　真志 皮膚科学 国立保健医療科

学院

学会連携を通じた希少癌の適切な医療の質向上と次世代を担
う希少がん領域の人材育成に資する研究

小寺　泰弘 消化器外科学
厚生労働省

間脳下垂体機能障害に関する調査研究
有馬　寛 糖尿病･内分泌内科学 国立保健医療科

学院

子どもの死を検証し予防に活かす包括的制度を確立するため
の研究

沼口　敦 救急・内科系集中治療部
厚生労働省

院内の医療安全管理体制を定量的に評価する指標の確立と
実装を行う研究

長尾　能雅 患者安全推進部
厚生労働省

肉腫・脳腫瘍などの希少がんを対象としたゲノム解析による予
防法・診断法・治療法の開発

齋藤　竜太 脳神経外科学 国立大学法人東
京大学

精緻な疾患レジストリーと遺伝・環境要因の包括的解析による
糖尿病性腎臓病、慢性腎臓病の予後層別化と最適化医療の
確立

丸山　彰一 腎臓内科学 学校法人川崎学
園　川崎医科大

学

ゲノム情報により造血幹細胞移植の最適化を目指す研究
村田　誠 血液・腫瘍内科学 国立研究開発法

人日本医療研究
開発機構

認知症予防を目指した多因子介入によるランダム化比較研究
梅垣　宏行 地域在宅医療学・老年科学 国立研究開発法

人国立長寿医療
研究センター

精神障害のゲノム変異を起点としたバイオリソースと臨床情報
の活用による非競争的フェーズにおける産学連携創薬の基盤
構築

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

精神障害のゲノム変異を起点としたバイオリソースと臨床情報
の活用による非競争的フェーズにおける産学連携創薬の基盤
構築

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

乳児期発症のアトピー性皮膚炎の予後を追跡しアレルギー
マーチへの診療の影響と危険因子を探索する前向きコホート
研究

秋山　真志 皮膚科学 国立研究開発法
人国立成育医療

研究センター

植込型補助人工心臓装着予定患者を対象とした出血性合併
症リスクの事前予測に基づいた個別化精密医療・最適化補助
人工心臓治療の実現

六鹿　雅登 心臓外科学 国立大学法人
東北大学

ゲノム情報により造血幹細胞移植の最適化を目指す研究
村田　誠 血液・腫瘍内科学 国立研究開発法

人日本医療研究
開発機構

糖尿病性腎症、慢性腎臓病の重症化抑制に資する持続的・自
立的エビデンス創出システムの構築と健康寿命延伸・医療最
適化への貢献

丸山　彰一 腎臓内科学 学校法人川崎学
園　川崎医科大

学

t(8;21)およびinv(16)陽性AYA・若年成人急性骨髄性白血病に
対する微小残存病変を指標とするゲムツズマブ・オゾガマイシ
ン治療介入の有効性と安全性を評価する研究

清井　仁 血液・腫瘍内科学 国立大学法人長
崎大学

川崎病冠動脈瘤発症予防のための急性期治療難治例予測診
断法開発に直結するエビデンス創出研究

加藤　太一 小児科学 学校法人福岡大
学

PDX治療モデルを併用した治療抵抗性急性骨髄性白血病ク
ローンの成立過程に生じる分子病態に基づく層別化システム
の確立と標的治療薬開発に関する研究

清井　仁 血液・腫瘍内科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

レビー小体病ハイリスク者に対するゾニサミドの有効性・安全
性に関する研究

勝野　雅央 神経内科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

特発性間質性肺炎の前向きレジストリの構築とインタラクティ
ブMDD診断システムを用いた診断標準化に基づく疫学データ
の創出—人工知能（AI）診断システムと新規バイオマーカーの
開発—

橋本　直純 呼吸器内科学 国立大学法人浜
松医科大学

上皮性卵巣癌の妊孕性温存治療の対象拡大のための非ラン
ダム化検証的試験

梶山　広明 産婦人科学 国立大学法人筑
波大学

患者層別化マーカー探索技術の開発／医療ニーズの高い特
定疾患・薬剤に対する患者層別化基盤技術の開発

勝野　雅央 神経内科学 国立研究開発法
人国立長寿医療

研究センター

局所進行胃癌に対する術前化学療法の有効性を検証する臨
床第Ⅲ相試験

小寺　泰弘 消化器外科学 静岡県立静岡が
んセンター
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神経・筋相互作用を標的とした運動神経疾患の病態解明と治
療開発

勝野　雅央 神経内科学 学校法人愛知医
科大学

肺尖部胸壁浸潤癌に対する化学放射線療法後の術前後デュ
ルバルマブもしくはデュルバルマブ維持療法を併用した集学的
治療に関する単群検証的試験（JCOG1807C）

芳川　豊史 呼吸器外科学 国立研究開発法
人国立がん研究

センター

可変形3次元画像による大規模バーチャル手術手技アトラスの
構築と呼吸器外科手術ガイドシステムの創出

芳川　豊史 呼吸器外科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

手術動画の機械学習とAI画像解析による手術の定量化（鉗子
の軌跡追跡による手術手技伝承システム、教育プログラムの
開発）

内田　広夫 小児外科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

精神疾患のヒトゲノム変異を基盤とする神経回路・分子病態に
関する研究

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 学校法人藤田学
園

精神疾患レジストリの利活用による治療効果、転帰予測、新た
な層別化に関する研究

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 国立研究開発法
人国立精神・神経
医療研究ｾﾝﾀｰ

FTLDモデルマーモセットを用いた新規高次脳機能評価系の確
立

石垣　診祐 脳神経内科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

GD2陽性固形腫瘍に対する非ウイルスベクターを用いたキメラ
抗原受容体T細胞製剤の開発

髙橋　義行 小児科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

小児および若年成人における再発難治CD19陽性B細胞性急
性リンパ性白血病に対する同種造血細胞移植後維持療法の
確立に関する研究

髙橋　義行 小児科学 国立研究開発法
人国立成育医療

研究センター

液-液相分離を正常化する核酸医薬によるFTLD治療法開発
石垣　診祐 脳神経内科 国立研究開発法

人日本医療研究
開発機構

患者レジストリを利活用した脊柱靱帯骨化症の治療成績向上
のための多施設臨床研究

今釜　史郎 整形外科学 国立大学法人東
京医科歯科大学

血液バイオマーカーを用いた超早期アルツハイマー病コホート
の構築

勝野　雅央 神経内科学 国立研究開発法
人国立長寿医療

研究センター

高齢発症関節リウマチ患者の健康寿命延伸を目指した治療戦
略の確立

小嶋　俊久 整形外科学 国立研究開発法
人国立長寿医療

研究センター

ヒト多能性幹細胞を用いた下垂体前葉機能低下症への再生
医療技術開発

須賀　英隆 糖尿病･内分泌内科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

最初期アルツハイマー病を検出する脳ナビゲーションタスクの
開発とその神経回路基盤解明に関する研究開発

石垣　診祐 脳神経内科 学校法人藤田学
園

難治性腎疾患の疾患・重症度分類の再定義に向けた研究開
発

丸山　彰一 腎臓内科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

シングルセルバーコードラベル化PDXモデルによる難治性造
血器腫瘍クローンの選択・進展過程に関与する分子病態の解
明に関する研究

清井　仁 血液・腫瘍内科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

喉頭摘出者における音声変換技術を用いた自己音声の再獲
得と発声補助機器の開発

西尾　直樹 耳鼻咽喉科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

進行リスクを判別する神経芽腫腫瘍マーカーの開発
内田　広夫 小児外科学 国立研究開発法

人日本医療研究
開発機構

孤発性ALS 患者メタボローム ・エクソソームmiRNA・蛋白質メ
チル 化を起点とする双方向TR

勝野　雅央 神経内科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

デュアル修飾型アンチセンス核酸を用いた癌種横断的な新規
治療薬の研究開発

神田　光郎 消化器外科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

統合失調症と自閉スペクトラム症の多階層情報の統合による
病態解明

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

無意識下の運動制御を基にした手術技術の均等化・標準化に
関する研究開発

建部　将広 手の外科学（四肢外傷学寄附講座） 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

網膜神経回路機能に着目した脳ー感覚ネットワークの統合的
理解に基づく発達障害の治療戦略の構築

上野　真治 眼科学 国立大学法人大
阪大学

肉腫・脳腫瘍などの希少がんを対象としたゲノム解析による予
防法・診断法・治療法の開発

齋藤　竜太 脳神経外科学 国立大学法人東
京大学

神経科学を活用する複合性局所疼痛症候群に対する
intelligent　neuromodulation　system　の開発

平田　仁 手の外科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

可及的摘出術が行われた初発膠芽腫に対するカルムスチン
脳内留置用剤を用いた標準治療確立に関する研究

齋藤　竜太 脳神経外科学 学校法人北里研
究所
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委
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委
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20,150,000 補

委

77,090,000 補

委

10,400,000 補

委

臓器・組織の特異性に着目した新規免疫複合療法の開発
齋藤　竜太 脳神経外科学 国立研究開発法

人国立がん研究
センター

初発中枢神経原発胚細胞腫瘍に対する化学療法併用放射線
治療の低侵襲化に関する研究開発

齋藤　竜太 脳神経外科学 国立大学法人京
都大学

災害時における感覚器障害者の援助要請手段と効果的な支
援提供を実現する双方向連携システムの開発と社会実装にむ
けた効果検証

吉田　忠雄 耳鼻咽喉科学 北海道公立大学
法人　札幌医科

大学

COVID-19感染後の精神症状を有する患者レジストリの構築と
病態解明及び新規治療法の開発に資する研究

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 国立研究開発法
人国立精神・神経
医療研究ｾﾝﾀｰ

慢性腎臓病の発症・進展に関するヘルスケアサービスやデジ
タル技術介入の提言に資するエビデンスの構築

丸山　彰一 腎臓内科学 国立大学法人大
阪大学

iPS細胞を用いた希少疾患の研究促進のための研究者マッチ
ング

須賀　英隆 糖尿病･内分泌内科学 国立大学法人京
都大学

COVID-19罹患後大規模コホート研究から得られた新規知見
に基づく治療戦略創出

石井　誠 呼吸器内科学 学校法人　慶應
義塾

固形腫瘍の代謝チェックポイントを打破するCART細胞療法の
開発

齋藤　竜太 脳神経外科学 国立研究開発法
人国立がん研究

センター

向精神薬が自動車運転技能に与える影響の判定基準の開発
岩本　邦弘 精神医学 国立研究開発法

人日本医療研究
開発機構

球脊髄性筋萎縮症に対する適正治療エビデンス創出のため
のリアルワールドデータベース整備

橋詰　淳 臨床研究教育学（神経内科学） 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

精神科トランスレーショナルリサーチの推進に向けた精神医学
研究システムの開発

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

新型コロナウイルス感染症後遺症の病態生理の多分野融合
による解明

石井　誠 呼吸器内科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

特殊環状ペプチドによる癌種横断的な新規分子標的治療薬の
探索

神田　光郎 消化器外科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

AYA世代および成人T細胞性急性リンパ性白血病の小児型治
療適用における限界年齢と新規バイオマーカー探索に関する
研究

早川　文彦 血液内科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

フィラデルフィア染色体陽性急性リンパ性白血病に対するポナ
チニブを組み込んだ治療法の確立と分子基盤の解明

早川　文彦 血液内科 学校法人日本大
学

小児から成人をシームレスに対象とした B前駆細胞性急性リ
ンパ性白血病に対する前方視的臨床試験による標準治療の
開発研究

早川　文彦 血液内科 埼玉県立小児医
療センター

臨床病期I/II/III食道癌（T4を除く）に対する胸腔鏡下手術と開
胸手術のランダム化比較第III相試験

安藤　昌彦 先端医療開発部 学校法人　慶應
義塾

進行肺癌の血漿遊離DNAを利用したマルチ遺伝子解析法に
基づく個別化医療の確立を目指した研究

森瀬　昌宏 呼吸器内科 国立研究開発法
人国立がん研究

センター

双方向トランスレーショナルアプローチによる精神疾患の脳予
測性障害機序に関する研究開発

山本　真江里 精神科 国立大学法人東
京大学

認知症予防を目指した多因子介入によるランダム化比較研究
木下　文恵 先端医療開発部 国立研究開発法

人国立長寿医療
研究センター

中性脂肪蓄積心筋血管症の診療に直結するエビデンス創出
研究

奥村　貴裕 循環器内科 国立大学法人大
阪大学

MCI及び認知症を有する人とその家族介護者へのグループ型
同時介入プログラムの実現可能性検証

木下　文恵 先端医療開発部 国立研究開発法
人国立長寿医療

研究センター

高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確立のための研究
西田　佳弘 整形外科( ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科) 国立大学法人岡

山大学

慢性心筋炎の診断基準策定のための実態調査
奥村　貴裕 循環器内科 国立大学法人三

重大学

「若年性骨髄単球性白血病（JMML）に対する標準的化学療法
の確立を目指した第2相臨床試験」の開発

村松　秀城 小児科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

CD19陽性悪性リンパ腫に対するpiggyBacトランスポゾン法に
よるキメラ抗原受容体遺伝子改変自己T細胞の安全性及び有
効性に関する第Ⅰ/Ⅱ相医師主導治験

髙橋　義行 小児科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

CCR4を標的としたキメラ抗原受容体遺伝子改変T細胞療法の
非臨床試験

寺倉　精太郎 血液内科 国立研究開発法
人国立がん研究

センター
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1,300,000 補

委

新生児の肺障害を修復する多能性幹細胞（Muse細胞）を用い
た再生治療の開発

佐藤　義朗 小児科（総合周産期（新生児）） 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

ヒト特異的RNA代謝異常とシナプス形態に基づく筋萎縮性側
索硬化症の病態解明,治療法研究

横井　聡 神経内科学 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

AYA世代の精神疾患高リスク群における予防的睡眠マネジメ
ントに関する研究

髙橋　長秀 親と子どもの心療科 学校法人東邦大
学

関節内変形治癒骨折手術に対するカスタムメイド手術ガイド実
用化のための医師主導治験

山本　美知郎 手の外科学 国立大学法人大
阪大学

レジストリを活用した慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対するエド
キサバンの適応拡大のための第Ⅲ相医師主導治験

室原　豊明 循環器内科学 国立大学法人九
州大学

卵巣がんゲノム搭載細胞外小胞による新規リキッドバイオプ
シー戦略

横井　暁 産科婦人科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

免疫チェックポイント阻害薬の安全な使用に資するirAE心筋障
害スクリーニング手法と危険因子の探索研究

坂東　泰子 循環器内科 学校法人国際医
療福祉大学

FGFR3シグナル抑制による軟骨無形成症治療薬の実用化開
発研究

松下　雅樹 整形外科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

進行非小細胞肺癌に対する複合免疫療法の標準治療確立の
ためのランダム化比較第III相試験

安藤　昌彦 先端医療開発部 国立大学法人九
州大学

未治療低腫瘍量濾胞性リンパ腫に対するリツキシマブ早期介
入に関するランダム化比較第Ⅲ相試験

島田　和之 血液内科 国立大学法人山
形大学

オールジャパン拡張型心筋症ゲノムコホート研究によるゲノム
医療の発展

奥村　貴裕 循環器内科 国立大学法人東
京大学

間葉系幹細胞治療用中空糸膜カラムの開発
古橋　和拡 腎臓内科 国立研究開発法

人日本医療研究
開発機構

高齢者切除不能局所進行非小細胞肺癌に対する化学放射線
療法のランダム化比較第III相試験

安藤　昌彦 先端医療開発部 静岡県立静岡が
んセンター

「一過性骨髄異常増殖症(TAM)に対する標準化学療法の確立
を目指した第2相臨床試験」の開発

村松　秀城 小児科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

分泌タンパク質SMOC1を標的としたLKB1不活化肺癌における
新規治療戦略の構築

田中　一大 呼吸器内科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

高深度血漿プロテオーム解析に基づく新規大腸癌早期診断法
の開発

中村　正直 消化器内科 愛知県がんセン
ター

日本ブレインバンクネット(JBBN)による精神・神経疾患死後脳
リソース基盤の強化に関する研究開発

鳥居　洋太 精神科 国立研究開発法
人国立精神・神経
医療研究ｾﾝﾀｰ

国産既存薬の新効能による膵がんの間質初期化治療法の開
発と第I/II 相医師主導治験の実施

川嶋　啓揮 消化器内科学 国立大学法人東
京大学

ROS1融合遺伝子陽性の進行固形がんに対する治療開発を目
指した研究

森瀬　昌宏 呼吸器内科 国立研究開発法
人国立がん研究

センター

高齢者非小細胞肺がん患者に対する抗がん薬のPK/PDに基
づく個別化医療研究（フォローアップ）

安藤　雄一 化学療法部 国立研究開発法
人国立がん研究

センター

慢性活動性Epstein-Barrウイルス感染症の起因となるウイル
ス感染細胞の特定

村松　秀城 小児科 公立大学法人名
古屋市立大学

再生医療等製品用ヒト（同種）体性幹細胞原料となる高品質な
細胞原料の安定供給体制の構築に関する研究開発

小谷　友美 産婦人科学（総合周産期（生殖）） 株式会社ジャパ
ン・ティッシュ・エ
ンジニアリング

FLNAを標的とした進行性核上性麻痺の病態解明と治療法開
発

佐橋　健太郎 神経内科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

RSウイルス感染による新生児、乳児及び幼児を対象としたパ
リビズマブの多施設医師主導治験の推進　(新規ハイリスク患
者対象)

檜　顕成 小児外科(希少性～) 学校法人聖マリア
ンナ医科大学

本邦における初発急性前骨髄球性白血病に対するATRA・
ATO併用分化誘導療法の確立

石川　裕一 国立大学法人筑
波大学

サブプレート神経活動のダイナミズムによる脳神経回路の発
達機構

城所　博之 小児科 公益財団法人東
京都医学総合研

究所

成人発症スチル病（AOSD）に対する5-アミノレブリン酸塩酸塩
／クエン酸第一鉄ナトリウム（5-ALA HCL/SFC）投与の医師
主導治験

近藤　猛 総合診療科 国立大学法人長
崎大学
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13,000,000 補

委

260,000 補

委

390,000 補

委

1,300,000 補

委

1,040,000 補

委

650,000 補

委

650,000 補

委

11,500,000 補

委

3,900,000 補

委

7,800,000 補

委

26,000,000 補

委

6,500,000 補

委

25,764,049 補

委

2,990,000 補

委

CAGリピートを標的としたsiRNAによるポリグルタミン病治療法
の検証

佐橋　健太郎 神経内科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

間質変容誘導による免疫チェックポイント阻害剤感受性改善
薬の開発

飯田　忠 消化器内科(救急診療等運営本部） 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

オートファジー病SENDA/BPANに対する遺伝子治療開発
城所　博之 小児科 学校法人自治医

科大学

患者レジストリJapan PH Registryを利活用した肺動脈性肺高
血圧症に対する抗IL-6受容体抗体適応拡大のための医師主
導治験

足立　史郎 循環器内科 学校法人国際医
療福祉大学

日本全地域で心不全診療連携を最適化するAI実装DtoDシス
テムの開発と実用化

奥村　貴裕 循環器内科 国立研究開発法
人国立循環器病

研究センター

経皮的冠動脈形成術後の重症化予防を目的とする遠隔行動
変容支援と外来診療との効果的連携に関する研究開発

杉下　明隆 先端医療開発部 学校法人愛知医
科大学

切除可能肝細胞癌に対する陽子線治療と外科的切除の非ラ
ンダム化同時対照試験

安藤　昌彦 先端医療開発部 国立研究開発法
人国立がん研究

センター

直腸癌局所再発に対する標準治療確立のための研究開発
安藤　昌彦 先端医療開発部 国立研究開発法

人国立がん研究
センター

HBV cccDNAの産生と維持に関わるウイルスおよび宿主因子
の探索

本多　隆 消化器内科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

進行軟部肉腫に対する二次治療における標準治療の開発の
ための研究

西田　佳弘 整形外科( ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科) 国立大学法人大
分大学

児童青年精神疾患のコンピュータ適応型スクリーニング法およ
びコンピュータ支援診断面接法開発のためのプロトコル作成

髙橋　長秀 親と子どもの心療科 公立大学法人名
古屋市立大学

精神疾患の個別化医療を実現するためのゲノム・空間オミクス
多施設共同研究

久島　周 精神医学 国立研究開発法
人国立国際医療

研究センター

アトピー性皮膚炎をモデルとした次世代リバーストランスレー
ショナル研究基盤構築に向けた研究

小川　靖 先端医療開発部 京都府公立大学
法人

腸換気法を用いた革新的呼吸補助技術の開発
藤井　祐 麻酔科 国立大学法人東

京医科歯科大学

医療施設における標準コードの効率的なマッピング手法に関
する調査および実証研究

白鳥　義宗 メディカルＩＴセンター 国立大学法人九
州大学

高齢がん医療の質の向上を目指した診療体制の基盤整備に
関する研究

安藤　雄一 化学療法部 国立大学法人島
根大学

経口セマグルチドのパーキンソン病に対する有効性検証およ
び用量探索試験

勝野　雅央 神経内科学 国立大学法人大
阪大学

アカデミアシーズの実用化に向けた研究開発体制における研
究マネジメント人材の育成システム開発に関する研究

清水　忍 先端医療開発部 国立研究開発法
人国立成育医療

研究センター

臨床研究中核病院以外のAROにおける多職種の視点による
高品質の臨床研究計画作成支援体制の構築

清水　忍 先端医療開発部 国立大学法人東
海国立大学機構

岐阜大学

非臨床研究中核病院における各専門職種のリソースを考慮し
た研究計画立案支援体制の構築

安藤　昌彦 先端医療開発部 国立大学法人浜
松医科大学

微量体液中エクソソーム解析による革新的がん腹膜播種バイ
オマーカー開発

横井　暁 産科婦人科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

補剤の免疫賦活能を介した新たな養子細胞療法の強化戦略
芳川　修久 産科婦人科 国立研究開発法

人日本医療研究
開発機構

網羅的免疫解析に基づくCAR-T細胞療法の効果予測・判定お
よび造血細胞移植適応決定のためのバイオマーカー開発

寺倉　精太郎 血液内科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

All Japan 大規模レジストリデータを背景とした間質性肺炎の
治療プログラム及びデバイスの開発

古川　大記 メディカルＩＴセンター 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

糖鎖と神経細胞活動の動的因果関係から明らかにする3q29
欠失症候群の病態

有岡　祐子 先端医療開発部 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

ビデオゲームを用いた実行機能介入による注意欠如多動症の
治療機器の研究開発

髙橋　長秀 親と子どもの心療科 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構

Elucidating the effect DNA damage response gene-mediated
Clonal Hematopoiesis has on immune cell function and
Cardiovascular disease.

由良　義充 循環器内科（救急診療等運営本部） 国立研究開発法
人日本医療研究

開発機構



19,000,000 補

委

138,180,900 補

委

13,000,000 補

委

103,350,000 補

委

36,828,000 補

委

13,000,000 補

委

975,000 補

委

13,000,000 補

委

7,800,000 補

委

65,914,000 補

委

300,000 補

委

2,564,500 補

委

600,000 補

委

12,048,400 補

委

1,400,000 補

委

1,000,000 補

委

1,000,000 補

委

1,950,000 補

委

9,100,000 補

委

600,000 補

委

600,000 補

委

2,000,000 補

委

1,000,000 補

委

500,000 補

委

1,350,000 補

委

1,600,000 補

委

158,600 補

委

網膜色素変性に対するEYS変異特異的ゲノム編集遺伝子治
療の開発

西口　康二 眼科学 国立研究開発法
人　日本医療研

究開発機構

胃癌腹膜播種に特化したアンチセンス核酸医薬開発
神田　光郎 消化器外科学 国立研究開発法

人　日本医療研
究開発機構

圧倒的に低侵襲な気胸治療を可能とするカテーテル開発
中村　彰太 呼吸器外科 国立研究開発法

人　日本医療研
究開発機構

拡張型心筋症に対するテイラーメイド方式心臓形状矯正ネット
の医師主導治験

秋田　利明 心臓外科学 国立研究開発法
人　日本医療研

究開発機構

標準化電子ワークシートを核とした分散型臨床試験のシステ
ム・運用両面からの構築

安藤　昌彦 先端医療開発部
九州大学

細胞外微粒子による疾患の発症メカニズムと治療法の開発
橋本　直純 呼吸器内科学 国立研究開発法

人科学技術振興
機構

近赤外光線免疫療法の作用機序の解明
佐藤　和秀 呼吸器内科学 国立研究開発法

人科学技術振興
機構

細胞外微粒子への生体応答と発がん・動脈硬化症との関連の
解析(豊國：分担)

室原　豊明 循環器内科学 国立研究開発法
人科学技術振興

機構

ヒト脳神経発生を正確に再現し、測れなかったものを測る
須賀　英隆 糖尿病･内分泌内科学 国立研究開発法

人科学技術振興
機構

Contact Reality の実現による遠隔触診システム開発
平田　仁 手の外科学 国立研究開発法人

新エネルギー・産業
技術総合開発機構

電子カルテ情報活用型多施設症例データベースを利用した糖
尿病に関する臨床情報収集に関する研究

有馬　寛 糖尿病･内分泌内科学 国立研究開発法
人国立国際医療

研究センター

中津川市阿木地区における減塩対策事業の効果評価研究
佐藤　寿一 総合診療科

中津川市

地域在住高齢者および関節リウマチ患者におけるフレイル、
サルコペニア、ロコモティブシンドロームに関する疫学調査

小嶋　俊久 整形外科学 国立研究開発法
人国立長寿医療

研究センター

時間・空間光励起制御による革新的疾患モデル開発解明研究
佐藤　和秀 呼吸器内科学 国立研究開発法

人科学技術振興
機構

高齢者運動器疾患における老化を基盤とした包括的診療体系
の共創

今釜　史郎 整形外科学 国立研究開発法
人長寿医療研究

センター

高齢者運動器疾患における老化を基盤とした包括的診療体系
の共創

伊藤　定之 整形外科学（障害児（者）寄附講座） 国立研究開発法
人長寿医療研究

センター

NCNPブレインバンクの運営およびブレインバンク生前登録シ
ステムの推進

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学
国立研究開発法
人国立精神・神経

医療研究セン
ター

bスポーツの社会機能に及ぼす効果の検証
平田　仁 手の外科学 国立研究開発法

人科学技術振興
機構

完全な炎症制御による先天性魚鱗癬の克服
武市　拓也 皮膚科 国立研究開発法

人科学技術振興
機構

高齢者総合機能評価（CGA）ガイドラインの作成研究
梅垣　宏行 地域在宅医療学・老年科学 国立研究開発法

人国立長寿医療
研究センター

高齢者における院内死亡、転倒、耐性菌感染、新興再興感染
症（インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症、結核等）に関
する研究

八木　哲也 臨床感染統御学 国立研究開発法
人国立長寿医療

研究センター

レビー小体病の早期診断・治療効果判定に資する高精度バイ
オマーカー開発および感覚刺激による身体機能の変化に対す
る脳神経機能の解析

勝野　雅央 神経内科学 国立研究開発法
人長寿医療研究

センター

老年症候群に対する循環器病管理による影響を明らかとする
ための、多施設共同の包括的縦断観察研究

因田　恭也 循環器内科学 国立研究開発法
人長寿医療研究

センター

高齢者の感覚器機能/加齢性疾患の身体機能に与える影響
および新規予防・治療法の開発に関する研究

西口　康二 眼科学 国立研究開発法
人長寿医療研究

センター

慢性腎臓病進行例(CKD G3b～G5)の予後向上のための予
後、合併症、治療に関するコホート研究（REACH-J-CKD
cohort）

丸山　彰一 腎臓内科学 国立大学法人筑
波大学

がん微小環境に着目したフェロトーシス誘発プラズマによる癌
治療の創成

佐藤　康太郎 顎顔面外科学 大学共同利用機
関法人自然科学

研究機構

HER2陽性乳癌のT-DXd治療に対するオランザピン併用制吐
療法の有効性を検討するプラセボコントロール二重盲検ランダ
ム化第Ⅱ相比較試験(ERICA)

増田　慎三 乳腺・内分泌外科学 特定非営利活動
法人西日本がん

研究機構



143,000 補

委

280,000 補

委

1,040,000 補

委

21,450,000 補

委

4,998,500 補

委

11,440,000 補

委

1,950,000 補

委

100,000 補

委

1,800,000 補

委

13,000,000 補

委

300,000 補

委

7,800,000 補

委

1,400,000 補

委

600,000 補

委

600,000 補

委

600,000 補

委

2,376,864 補

委

999,999 補

委 　計528件

J-CAT及びJ-CAT PRIMEを活用した純粋小脳型脊髄小脳変
性症のヒストリカルデータの収集

勝野　雅央 神経内科学
国立研究開発法
人国立精神・神経

医療研究セン
ター

COVID-19感染が内分泌・代謝疾患診療に及ぼすインパクトに
関する全国規模調査研究

有馬　寛 糖尿病･内分泌内科学 一般社団法人日
本内分泌学会

全世代対応型遠隔メンタルヘルスケアシステム(KOKOROBO-
J)によるメンタルヘルスプラットフォームの開発・社会実装拠点
に関する名古屋大学による研究開発

尾崎　紀夫 精神疾患病態解明学 国立研究開発法
人科学技術振興

機構

分散・協調遠隔操作による生体内CAの投薬モニタリングと実
証評価

川嶋　啓揮 消化器内科学 国立研究開発法
人科学技術振興

機構

Awareness AIによる神経系異常からの回復実験
平田　仁 手の外科学 国立研究開発法

人科学技術振興
機構

がん細胞外小胞の臨床応用へ向けた基盤技術開発研究
横井　暁 産科婦人科 国立研究開発法

人科学技術振興
機構

「共生社会」をつくるアートコミュニケーション共創拠点に関する
東海国立大学機構による研究開発

杉下　明隆 先端医療開発部 国立研究開発法
人科学技術振興

機構

肺腫瘍塞栓性微小血管症（PTTM）に対するイマチニブの有効
性と安全性に関する探索的臨床研究

足立　史郎 循環器内科 国立大学法人東
京大学

多施設共同研究におけるがん患者に対する適切なQOL評価
法確立のための研究

安藤　昌彦 先端医療開発部 国立研究開発法
人国立がん研究

センター

プレゼンティズムを予防し地域の看護師が持続して働きやす
い環境づくりをIoTで実現する

白鳥　義宗 メディカルＩＴセンター
東海総合通信局

神経系難病の臨床開発促進におけるナショナルセンターの果
たすべき研究基盤整備の検討

清水　忍 先端医療開発部
国立研究開発法
人国立精神・神経

医療研究セン
ター

生体がもつ巧妙な炎症制御機構の解明から治療応用へ
古橋　和拡 腎臓内科 国立研究開発法

人科学技術振興
機構

高齢者運動器疾患における老化を基盤とした包括的診療体系
の共創

関　泰輔 整形外科 国立研究開発法
人国立長寿医療

研究センター

老年症候群における血液学的老化の研究
安藤　雄一 化学療法部 国立研究開発法

人国立長寿医療
研究センター

フレイル高齢者のレジストリ研究及びロコモ、サルコペニアを
含めた病態解明及び予防介入法の確立を目指した臨床ならび
に関連研究

小宮　仁 地域連携・患者相談センター 国立研究開発法
人国立長寿医療

研究センター

老年症候群における血液学的老化の研究
松下　正 輸血部 国立研究開発法

人長寿医療研究
センター

ONO-7913（抗CD47抗体：Magrolimab）の輸血前検査に及ぼす
影響の検証とその対処法の確立に関する研究

松下　正 輸血部 一般社団法人日
本輸血・細胞治療

学会

ミッドカインを活用した新型コロナウイルス（COVID-19)重症化
予測簡易判定系の研究・開発における臨床研究の遂行と検体
の収集

春日井　大介 救急科 沖縄工業高等専
門学校
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therapeutic targets.
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anticentromere antibodies as biomarkers for disease progression in 
systemic sclerosis.

Two novel anti-aminoacyl tRNA synthetase antibodies: 
Autoantibodies against cysteinyl-tRNA synthetase and valyl-tRNA 
synthetase.

Electroconvulsive therapy as a potential therapeutic option in 
psychiatric-onset prodromal dementia with Lewy bodies.
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Symmetrical peripheral gangrene in a patient with septic shock due 
to Serratia marcescens.

Multiple diagnostic examinations are effective for the early 
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Autoinflammatory keratinization diseases (AiKDs): The concept, 
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Contribution of copy number variations to the risk of severe 
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reports.
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X chromosome aneuploidies and schizophrenia: association 
analysis and phenotypic characterization.

The genetic architecture of schizophrenia: review of large-scale 
genetic studies.

Exome sequencing analysis of Japanese autism spectrum disorder 
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function-related genes.
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産婦人科 硫酸マグネシウムの児脳保護作用についての検討
日本周産期・新生児医学会雑誌(1348-964X)57
巻4号 Page845-847(2022.04)

安藤 圭, 中島 宏彰, 
町野 正明, 他

整形外科・リウマチ科
ダウン症小児上位頸椎病変に対する後頭頸椎、上位頸椎固定術
後の画像変化　術後の成長について

Journal of Spine Research(1884-7137)13巻5号 
Page763-769(2022.05)、論文種類：原著論文

西田佳弘、小池　
宏、生田国大、他

整形外科・リウマチ科
【整形外科画像診断・評価の進歩】MRI　骨肉腫の術前化学療法
評価における拡散強調画像の有用性

整形外科　73巻　6号　Page 601-604 (2022.5)

富田 浩之, 中島 宏
彰, 町野 正明, 他

整形外科・リウマチ科
【腰痛と膝関節痛】腰痛の診療　変形性腰椎症と腰部脊柱管狭窄
症(解説)

臨牀と研究(0021-4965)99巻12号 Page1429-
1436(2022.12)

伊藤 定之, 中島 宏
彰, 町野 正明,他

整形外科・リウマチ科
【整形外科領域における人工知能の応用】深層学習を用いたMRI
での脊髄腫瘍自動位置検出システムの構築(原著論文)

臨床整形外科(0557-0433)57巻10号 Page1189-
1195(2022.10)

今釜 史郎 整形外科・リウマチ科
整形外科手術　名人のknow-how　嘴状型胸髄圧迫病変に対する
RASPA法(大塚変法)のknow-how(解説)
X215080003<Pre 医中誌>, DOI：10.18888/se.0000002443

整形・災害外科(0387-4095)66巻2号 Page114-
119(2023.02)

町野 正明, 中島 宏
彰, 今釜 史郎

整形外科・リウマチ科
卒後研修講座　慢性腰痛に関する疫学・臨床研究のエビデンス(解
説)

整形外科(0030-5901)74巻1号 Page61-
67(2023.01)、X113190019<Pre 医中誌>, DOI：
10.15106/j_seikei74_61

尾上 俊介, 水野 隆
史, 渡辺 伸元, 他

消化器外科1
【血管再建を伴う高難度肝胆膵外科手術】肝門部領域胆管癌に対
する肝動脈合併切除再建を伴う左側肝切除

外科(0016-593X)85巻2号 Page145-154

横山 幸浩, 江畑 智
希

消化器外科1
【胆膵疾患と腸内細菌の現状と展望】胆道　茵ちん蒿湯薬理作用と
腸内細菌の関係

胆と膵(0388-9408)44巻9号Page207-211

中島 悠, 水野 隆史, 
尾上 俊介, 他

消化器外科1
医原性肝門部胆管狭窄を伴う神経内分泌腫瘍残肝再発に対し肝
中央二区域・尾状葉切除+肝内胆管空腸吻合を行った1例

胆道(0914-0077)37巻1号Page108-115

村田 悠記, 上原 圭, 
江畑 智希

消化器外科1
骨盤高難度手術に挑む　骨盤内臓全摘術後の骨盤死腔炎の低減
に向けた取り組み

日本消化器外科学会総会55巻Suppl.2 Page63

渡辺 伸元, 水野 隆
史, 山口 淳平, 他

消化器外科1
【胆管再建を見直す】胆管・空腸吻合困難症例におけるコツと落と
し穴(右側肝切除)

手術(0037-4423)76巻11号　Page297-302

川勝 章司, 水野 隆
史, 山口 淳平, 他

消化器外科1
肝門部領域胆管癌術後のComprehensive Complication Indexの至
適な算出期間は?

日本消化器外科学会総会55巻Suppl.2 Page241

小倉 淳司, 上原 圭, 
村田 悠記, 他

消化器外科1
下部進行直腸癌における術前化学療法後の側方リンパ節縮小の
意義の検討

日本大腸肛門病学会雑誌(0047-1801)76巻2号
PageA184

小倉 淳司, 上原 圭, 
村田 悠記, 他

消化器外科1
直腸癌術前集学的治療の成績:Watch & Waitを含めて　局所進行
直腸癌に対する術前化学療法を基本とした治療戦略Tripletレジメ
ンの臨床経験とWatch and Wait strategyの安全な導入

日本大腸肛門病学会雑誌(0047-1801)75巻9号
PageA54

杉田 静紀, 宮田 一
志, 田中 千恵, 他

消化器外科1 進行胃癌に対しての腹腔鏡下胃切除術の注意点と短期成績 日本胃癌学会総会記事95回Page345

小林 龍太朗, 上原 
圭, 小倉 淳司, 他

消化器外科1
免疫チェックポイント阻害薬により病理学的完全奏功が得られた
MSI-High大腸癌腹壁限局播種再発・小腸間膜リンパ節転移の1例

日本大腸肛門病学会雑誌(0047-1801)75巻9号
PageA149

小林 龍太朗, 上原 
圭, 小倉 淳司, 他

消化器外科1
当院におけるMSI-High大腸癌に対する免疫チェックポイント阻害
薬の臨床経験

日本大腸肛門病学会雑誌(0047-1801)75巻9号
PageA149

深田 浩志, 上原 圭, 
小倉 淳司,他

消化器外科1
直腸癌術後異時性肝・肺転移に対して化学療法開始後1年7ヵ月
でconversion切除し得た1例

日本大腸肛門病学会雑誌(0047-1801)75巻9号
PageA221
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伊藤倫太郎
革新的生体可視化技術開

発産学協同研究講座
医療AIのスペシャリストにAI知識向上の一助となる情報を発信 Rad Fan 20 (7) :33-34. 2022/7

伊藤倫太郎
革新的生体可視化技術開

発産学協同研究講座
特集1　RSNA2022　REPORT　大学病院勤務医のRSNA2022 
Virtual Meeting報告

Rad Fan 21(2) :12-13. 2023/2

兵藤良太 放射線科 門脈・肝疾患の4D Flow MRI Rad Fan 20 (10) :39-42. 2022/9

伊藤倫太郎
革新的生体可視化技術開

発産学協同研究講座
Microsoft Lobeで始めるお手軽AI

JCRニュース (日本放射線科専門医会・医会誌) 
244 :5. 2022/4

竹原康雄
新規低侵襲画像診断法基

盤開発研究寄附講座
特集1　MRIで“流れと病気”の関係に挑む　画像診断の新たなフロ
ンティア：4D Flow MRI

Rad Fan 20 (10) :11. 2022/9

小川　浩、竹原康
雄、長縄慎二

放射線科/新規低侵襲画像
診断法基盤開発研究寄附

講座

自己免疫性膵炎の画像診断：コンピュータ断層映像と磁気共鳴画
像法

Jpn. J Med Ultrasonics. 50 (1) :39-45. 2023/1

長縄慎二 放射線科
私のMRI研究の35年、そして第50回日本磁気共鳴医学会大会に
ついて

Japan MRI History. 2022 Nov. https://japan-
mri-
history.org/%e9%95%b7%e7%b8%84%e6%85%8e%e4
%ba%8c/

長縄慎二 放射線科

第1章　画像診断機器　【基調論文】最新医療機器の現況と将来的
方向性
2023年　最新医療機器の現状と展望　画像診断機器の今後の展
望
世界情勢、学会等の現況含め

月間新医療データブック・シリーズ　医療機器シ
ステム白書 2023 :8-11

飴矢美里、勢井洋
史、三谷壮平、他

耳鼻咽喉科 音声合成スマートフォンアプリを用いた新しい代用音声 喉頭. 2022 34:51-57

松井 宇宙輝, 古田 
敏章, 曾根 三千彦

耳鼻咽喉科
VZV vasculopathyによる橋梗塞が原因と考えられた核性顔面神経
麻痺例

耳鼻咽喉科臨床 115巻7号 Page587-
594(2022.07)

武市 拓也, 棚橋 華
奈, 秋山 真志

皮膚科 老人性乾皮症の病態におけるSDR9C7の果たす役割の解明
加齢皮膚医学セミナー17巻2号 Page15-
19(2022.12)

池谷宗一郎、吉川剛
典、阪野弘之、他

皮膚科 老年期に進行した踵部動静脈奇形の1例 臨床皮膚科. 2023 Jan;77(1):31-35

武市 拓也 皮膚科 【Geneticsとepigenetics】Paget病のgenetics
皮膚科(2436-570X)2巻6号 Page769-
773(2022.12)

松井 響子, 吉川 剛
典, 武市 拓也,他

皮膚科 【角化症～角質の科学から考える～】道化師様魚鱗癬
皮膚病診療(0387-7531)45巻3号 Page254-
257(2023.03)

松本 香奈枝, 金子 
栄, 竹内 想,他

皮膚科 遺伝子解析を行ったVoerner型掌蹠角化症の親子例
西日本皮膚科(0386-9784)84巻5号 Page418-
421(2022.10)

井上 円, 足立 美穂, 
久世 文也, 他

皮膚科 Lipoid proteinosis小児例の皮膚粘膜症状
日本小児皮膚科学会雑誌(0286-9608)41巻2号 
Page141-145(2022.06)

江畑 葵, 武市 拓也, 
秋山 真志

皮膚科
【皮膚科学研究に応用できる最新テクニックとアプローチ】稀少疾
患の遺伝子解析

皮膚科(2436-570X)2巻4号 Page496-
503(2022.10)

武市 拓也 皮膚科
新・皮膚科セミナリウム　自己炎症性疾患と自己炎症性角化症　自
己炎症性角化症診療アップデート

日本皮膚科学会雑誌(0021-499X)132巻11号 
Page2501-2505(2022.10)

武市 拓也 皮膚科
【好中球が関わる皮膚疾患update】膿疱性乾癬における好中球の
関与update

Derma.(1343-0831)324号 Page27-31(2022.07)

垣生 美奈子, 武藤 
潤, 吉川 剛典, 他

皮膚科 【手足の皮膚病】長島型掌蹠角化症とアトピー性皮膚炎の併存
皮膚病診療(0387-7531)44巻7号 Page618-
621(2022.07)

村瀬 千晶, 秋山 真
志

皮膚科 ネザートン症候群を見極める Derma.2022,April 320号 Page230-236

佐伯 秀久, 秋山 真
志, 安部 正敏,他

皮膚科
アトピー性皮膚炎におけるヤヌスキナーゼ(JAK)阻害内服薬の使用
ガイダンス

日本皮膚科学会雑誌 2022 July　132巻8号 
Page1797-1812

徳倉達也, 稲田俊
也.

精神科 慢性疼痛の治療薬としての抗うつ薬 臨床精神薬理. 2022 Apr;25(5):501-506.

徳倉達也. 精神科 双極性障害のうつ状態 現代医学. 2022 Dec;69(2):39-43.
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長谷川 良平, 米田 
英正，岩月 克之，他

手の外科
指文字画像を用いた標的選択課題遂行中の事象関連電位の特性
－ 脳波ＢＭＩによる定量評価手法を用いて －

日本感性工学会論文誌　2023 22(1) 21-29

大山 慎太郎, 山下 
佳子, 小倉 環,他

手の外科 スマートホスピタル構想における汎用型多目的ロボットの活用 情報処理学会誌　2022 Apr 63(5) 1-32

山下暁士, 山下佳
子, 大島健太郎, 他

手の外科
医事業務をAs a Service化することで診療所の業務に変革を起こす
取り組み

日本医療マネジメント学会雑誌 2022 Jul;23 237

前澤聡・石崎友崇・
齋藤竜太

脳神経外科 てんかん外科の現状と展望 現代医学　69(2)　56-59　2022.12

大山慎太郎 手の外科
触覚と疼痛，意識と無意識，知覚と認知 ―遠隔触診の実現を通し
て探る新たな知性

日本ロボット学会誌 2022 Oct;40(8) 685-689

種井隆文 脳神経外科 脳神経外科専攻医に手術イラストを作成させる教育
脳神経外科ジャーナル. 2022 April; 31(4): 240-
245.

前澤聡・牧祐輝・齋
藤竜太

脳神経外科 脳波とfMRIの同時計測
CLINICAL NEUROSCIENCE　40　511-513　
2022.4

西村由介 脳神経外科 頭蓋頚椎移行部の臨床解剖と手術手技
脊髄外科
2022年 36 巻 3 号 239-247

永島 吉孝, 西村 由
介, 赤堀 翔,他

脳神経外科 脊椎脊髄疾患における3Dプリンター活用の実際と現状
脊髄外科
2022年 36 巻 3 号 296-301

金 貞姫, 菊地 良介, 
鈴木 敦夫, 他

検査部
HISCL SARS-CoV-2抗原定量値に対するカットオフ値のバリデー
ション　当院における新型コロナウイルス抗原検査の現状と課題

医学検査(0915-8669)71巻3号 Page457-
464(2022.07)

鈴木 伸明, 兼松 毅, 
岸本 磨由子, 他

輸血部
液凝固第IX因子濃縮製剤へのアレルギーに対する減感作療法の
有効性

日本輸血細胞治療学会誌(1881-3011)68巻3号 
Page422-427(2022.06)

市村典久，藤尾正
人，上嶋伸知，他

歯科口腔外科
口腔領域の悪性腫瘍に対してがんゲノムプロファイリング検査をし
た2例

日本口腔腫瘍学会誌. 2022 Dec;34(4):167-174.

度會 理佳, 菊地 良
介, 後藤 香緒里, 他

検査部 ルミパルスプレスト　アルドステロンの妥当性評価
医学検査(0915-8669)71巻3号 Page450-
456(2022.07)

HYUIL
線



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

倫理審査委員会業務（利益相反マネジメント、試料等の保管、対応表の管理、有害事象、

審査受託、教育等）及び 研究者の申請についての手順・方法等 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年46回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

利益相反の定義、教職員等の責務、委員会の組織等 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年12回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年6回 

 ・研修の主な内容 

「倫理指針改正について」、「適切な臨床研究管理の追求」、「臨床介入研究（特定臨床研究）

における留意点」、「臨床観察研究の倫理審査」、「最近の臨床研究の課題について」、「フル

ゲノム解析研究の実施に関しての倫理的問題点について」 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

各診療科に所属して、初期研修によって習得された基本的診療能力に上乗せされる、医師として

の総合的診療能力の習得に加えて、当該診療科で実施されている先進的な医療に特化した研修を

行うことで、医師としての広くかつ専門的経験を蓄積しながら、専門医資格の取得等を目指す後

期研修を実施している。 

 また、新しい専門医制度の平成30年4月開始に伴い、全19領域の基幹病院として、日本専門医機

構に提出した各領域のプログラムに基づき、専門医師資格の取得を目指す後期研修を実施してい

る。 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数            198人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

佐藤 寿一 総合診療科 病院教授 37年  

梅垣 宏行 老年内科 教授 33年  

清井 仁 血液内科 教授 37年  

室原 豊明 循環器内科 教授 38年  

川嶋 啓揮 消化器内科 教授 28年  

石井 誠 呼吸器内科 教授 27年  

有馬 寛 糖尿病・内分泌

内科 

教授 35年  

丸山 彰一 腎臓内科 教授 34年  

勝野 雅央 脳神経内科 教授 28年  

江畑 智希 消化器外科一 教授 33年  

中山 吾郎 消化器外科二 准教授 30年  

坂野 比呂志 血管外科 教授 27年  

小倉 靖弘 移植外科 病院教授 32年  

増田 慎三 乳腺・内分泌外

科 

教授 30年  

六鹿 雅登 心臓外科 教授 27年  

芳川 豊史 呼吸器外科 教授 26年  

亀井 譲 形成外科 教授 38年  

内田 広夫 小児外科 教授 34年  

西脇 公俊 麻酔科 教授 39年  
髙橋 義行 小児科 教授 31年  
梶山 広明 産科婦人科 教授 28年  
池田 匡志 精神科 教授 24年  
今釜 史郎 整形外科 教授 26年  
西口 康二 眼科 教授 26年  
秋山 真志 皮膚科 教授 37年  
赤松 秀輔 泌尿器科 教授 22年  



曾根 三千彦 耳鼻いんこう科 教授 36年  
長縄 慎二 放射線科 教授 36年  
齋藤 竜太 脳神経外科 教授 25年  
山本 尚範 救急科 講師 15年  
西田 佳弘 リハビリテーシ

ョン科 

病院教授 35年  

日比 英晴 歯科口腔外科 教授 36年  
加留部 謙之輔 病理部 教授 23年  
八木 哲也 中央感染制御部 教授 35年  
小谷 友美 総合周産期母子

医療センター 

病院教授 27年  

安藤 雄一 化学療法部 教授 33年  
錦織 宏 卒後臨床研修・

キャリア形成支

援センター 

教授 25年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

【医療技術部】 

1）医療技術部職員に向け研修を年2回実施。テーマは「選択理論に関して」 

1)-1「若手に向けた人材育成について ～指導の仕方・指導の受け方～」 

1)-2「状況に振りまわされない、ポジティブなコミュニケーション～指導の仕方・指導の受け

方～」 

2）医療技術部管理職向け「マネジメント研修」を実施。テーマは「リーダーシップのあるべき

姿に着いて学ぶ」 

【看護部】 

 看護部は、専門職として自律し、主体的に看護活動ができる看護師の育成を目指して、研修・

教育を実施している。新人を対象とする卒後臨床研修制度は，①基礎的な看護の知識・技術・態

度の習得を図る、②看護師としての実践力を身につけること，を目標としている．この制度の研

修の１つにフィジカルアセスメントを中心とした Savinglifeナース育成研修がある．これは患

者の変化を早急に気づき、患者の早期回復に向けた看護実践ができる看護師を育成するための研

修である．看護職員全員が3年間をかけてこの研修を修了している． 

 この他に，高度急性期病院の役割を果たすための病院研修として救命講習会があり，全職員が

2年に１度一次救命講習会に参加している．また，手術室，集中治療室等，ハイリスクエリアと

定めた部門の職員は，2年に１度二次救命講習会に参加している．全看護職員は，2年間をかけこ

の講習会に参加している． 

 

 



 ・研修の期間・実施回数 

【医療技術部】 

1) -1 2022年9月14日、1)-2 2023年3月8日 

2）2022年11月19日 1回 

【看護部】 

2022年4月～2023年3月 

看護部研修： 48のプログラム、延べ受講時間8020時間（オリエンテーション時の研修含む） 

病院研修：小児を含む一次救命、二次救命講習会は34回開催、延べ2010時間 

 ・研修の参加人数 

【医療技術部】 

1)-1 59名 1)-2 102名 

2)16名 

【看護部】 

看護部研修：延べ 4939人（オリエンテーション参加人数：延べ2160人含む） 

病院研修：延べ 480人 

 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

【臨床研究セミナー】 

 臨床研究を担う人材の育成を目的とし，臨床研究に従事する職員（医師及び歯科医師含む），

研究者，大学院生等を対象として，先端医療開発部が毎月１，２回程度開催している。 

講習内容は毎回異なり，法規，知財，モニタリング等，多岐に渡るテーマでセミナーを実施して

いる。 



 ・研修の期間・実施回数 

【臨床研究セミナー】 

１セミナーにつき１時間半 

  令和４年度は延べ１７回開催した。（DVD上映でのセミナー４回を含む 

 ・研修の参加人数 

【臨床研究セミナー】 

令和４年度は延べ３，３１６名が受講した。（DVDでの受講者４７０名を含む） 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 小寺 泰弘 

  管理担当者氏名 副病院長、患者安全推進部長 長尾 能雅 
副病院長、電子カルテ管理室長 松下 正  
病院長補佐、薬剤部長 山田 清文   
総務課長 柳田 英輝  
医事課長 坂元 琢磨 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 総務課 ・疾病分類 
ICD-10 
 
・管理形態 
外来カルテ・入院カルテ 
 1患者1電子カルテで
中央管理（一部紙媒体に
て保存） 
 
・持ち出しに関する取扱
い 
 診療録の持ち出しは
原則禁止としている。エ
ックス線写真の持ち出
しは，名古屋大学医学部
附属病院病歴等管理要
項第12及び第13のとお
りの取扱とする。（別添
参照） 

各科診療日誌 中央管理 
処方せん 中央管理 
手術記録 中央管理 
看護記録 中央管理 
検査所見記録 中央管理 
エックス線写真 中央管理 
紹介状 中央管理 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

中央管理 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三

項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 人事労務課  
高度の医療の提供の実績 医事課 

 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

経営企画課,医事課 

高度の医療の研修の実績 人事労務課 
閲覧実績 総務課,医事課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課,薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

患者安全推進部 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

患者安全推進部 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

患者安全推進部 
 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

患者安全推進部 
 
 



 
 

 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

患者安全推進部 
 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

患者安全推進部 
 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

患者安全推進部 
 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

患者安全推進部 
 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

経理課 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

経理課，臨床工学技術部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経理課，臨床工学技術部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

経理課，臨床工学技術部 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

患者安全推進部  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

患者安全推進部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

患者安全推進部 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

電子カルテ管理室 

医療安全管理部門の設置状況 患者安全推進部 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

薬剤部 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

患者安全推進部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

患者安全推進部 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

患者安全推進部 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

監査室 

職員研修の実施状況 患者安全推進部 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 

管理者が有する権限に関する
状況 

総務課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

総務課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

総務課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



 

名古屋大学医学部附属病院病歴等管理要項 

（趣旨） 

第 1 名古屋大学医学部附属病院（以下「病院」という。）における病歴等の管理については，この

要項の定めるところによる。 

（目的） 

第 2 病歴等の管理は，医学部，大学院医学系研究科及び本院（以下「病院等」という。）における

診療・教育及び研究に資することを目的とする。 

（定義） 

第 3 この要項において病歴等とは，本院の患者に係る診療録，X線フイルム及びそれらの付属書類

（以下「診療録等」という。）をいう。 

 （退院時要約の作成） 

第 4 全診療科において医師は，全退院患者についての退院時要約を作成する。 

2 前項に規定する退院時要約の作成に関し必要な事項は，名古屋大学医学部附属病院病歴等管理要

項実施細則第 2条及び第3条に定める。 

（プライバシーの確保） 

第 5 病院等の職員及び診療録等の閲覧又は貸出（以下「閲覧等」という。）を希望する者は，次に

掲げる事項を遵守しなければならない。 

一 診療情報の秘密保護に関する事項 

二 患者情報等の秘密保護に関する事項 

三 複写の禁止に関する事項 

四 データの保護に関する事項 

五 その他診療録等の情報管理に関する事項 

（診療録等の管理責任者） 

第 6 診療録等を適正に管理するため,診療録等管理責任者（以下「管理責任者」という。）を置き,

診療担当副病院長をもって充てる。 

（診療録等の管理区分） 

第 7 診療録等の管理は，管理責任者及び医事課が行う。 

2 平成 29年 12月 31日以前の電子媒体上に記録されていない，名古屋大学医学部附属病院病院情

報管理システム管理運用要項施行細則（以下「施行細則」という。）第 11条に規定する対象文書

等については，電子媒体上にスキャン取込み後，原本を保管する。 

3 平成30年1月1日以降に電子媒体上にスキャン取り込みされた施行細則第11条に規定される対

象文書等については，電子化された情報を原本とする。 

（診療録等の保存） 

第 8 診療録等の保存期間は，次のとおりとする。 

一 外来診療録，入院診療録等 受診した診療科の最終受診日から 5年間 

二  診療録等をマイクロフイルム化及び電子化したもの  永久 

2 診療録等の保管方法及び保存期間を経過した診療録の取扱いについては別に定める。 

（診療録等の閲覧及び貸出） 

第 9 診療録等は，原則として診療，教育・研究，公法上の規定及び医事調査等による目的以外は



 

閲覧等を許可しないものとする。 

2 診療録等の閲覧等及び検索に係る遵守事項については，別に定める。 

3 診療に必要な外来診療録，入院診療録等は各診療科の依頼に応じ，医事課が迅速に提供する。 

（診療録等の閲覧等の資格） 

第 10 診療録等の閲覧等ができる者は，次の者とする。 

一 病院等に所属し，診療に従事している医師及び歯科医師 

二 診療従事者として病院長の承認を得た医師及び歯科医師 

三 前各号に掲げる者のほか，病院長又は管理責任者が許可した者 

（診療録等の閲覧等の申請及び許可） 

第 11 医事課が管理する診療録等の閲覧等を希望する者は，医事課が管理する「診療録等閲覧・貸

出申込書」（以下「申込書」という。）を医事課に提出し，許可を得るものとする。 

2 医事課は，前項の申込書を受理した場合は，閲覧等の資格及び利用目的を確認し，適当であると

判断した場合に閲覧等を許可するものとする。 

3 閲覧は医事課内で行うこととし，貸出は病院等の範囲内とする。 

（X線フイルムの院外貸出） 

第 12 前条第 3項の規定にかかわらず X線フイルムの院外貸出については，次に掲げる要件を満た

す場合に許可することができるものとする。 

一 都道府県及び市町村の条例等により，公費負担医療受給申請書等に X線フイルムの添付が求

められている場合の患者（患者が未成年の場合の保護者を含む。）への貸出 

二 労災認定等の資料として X線フイルムの提出が求められている場合の労働基準監督署への貸

出 

三 診療上の必要事由による他の医療機関への貸出 

2 前項第一の貸出の判断は，当該患者が受診している診療科の主治医が行うものとし，主治医が退

職している場合にあっては，当該診療科長が判断する。 

（診療録等の閲覧等の期間） 

第 13 診療録等の閲覧等の期間は 14日間とする。 

2 X線フイルムの院外貸出期間は，前項の規定にかかわらず原則として次のとおりとする。 

一 公費負担医療受給申請及び労災に係るもの 1月以内 

二 その他のもの 2週間以内 

3 閲覧等の期間終了後もなお閲覧等の必要がある場合は，医事課の許可を得るものとし，継続でき

る閲覧等の期間は，前回の閲覧等期間満了日から14日以内とする。 

4 閲覧等の期間内であっても，診療上，当該診療録等が緊急に必要となった場合は，直ちに返却す

るものとする。 

5 医事課が管理する診療録等は，医事課内の所定の場所に返却するものとする。 

（時間外及び休日等の閲覧等） 

第 14 土曜日，日曜日，祝祭日及び 12月 29日から翌年 1月 3日における医事課が管理する診療録

等の閲覧等については，あらかじめ許可を得ているものを除き，診療上，当該患者の診療録等が

緊急に必要な場合にのみ許可する。 

2 前項により医事課が管理する診療録等の閲覧等を行う者は，当該診療録等の所在確認のため，申

込書に必要事項を記載して所定の整理箱に投函しておくものとする。 



 

3 前項により医事課が管理する診療録等の閲覧等を行う場合は，閲覧等を行う者が警務員室から医

事課の鍵の貸出を受けて入室し，退出時は消灯，施錠等の確認を行い，貸出を受けた鍵は退出後

速やかに警務員室に返却するものとする。。 

（雑則） 

第 15 この要項の実施に関し必要な事項は，名古屋大学医学部附属病院カルテ管理委員会の議を経

て病院長が定める。 

 

   附 則 

 この要項は，平成16年 4月 1日から実施する。 

   附 則 

 この要項は，平成22年 3月 10日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 24年 4月 11日から実施し，平成24年 4月 1日から適用する。 

   附 則 

 この要項は，平成28年 9月 14日から実施する。 

附 則 

この要項は，令和 3年 4月 14日から実施し，令和3年 4月 1日から適用する。 

   附 則 

この要項は，令和 4年 2月 1日から実施し，令和3年 6月 1日から適用する。 

 

 

 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　　　　　　件

歯科医師 延　　　　　　　　　件

国 延　　　　　　　　　件

地方公共団体 延　　　　　　　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

総務課課長補佐　嶽盛 幸枝

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧責任者氏名 総務課長　柳田 英輝

　閲覧担当者氏名

　閲覧の手続の概要
病院の管理及び運営に関する諸記録は、公文書等の管理に関する法律の規定に基づき、保有する法
人文書ファイルとして、名称、保存期間、文書管理者、保存場所、その他の事項を記載した法人文書
ファイル管理簿を作成し、一般の閲覧に供するとともに、公表しています。

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・総務課

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

・患者安全管理に関する基本的な考え方 
  ・組織に関する基本的事項 
   医療に係る安全管理のための従業者に対する研修に関する基本方針 
  ・事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関 

する基本方針 
  ・医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
  ・患者との間の情報の共有に関する方針 
  ・患者からの相談等への対応に関する基本方針 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 15回 
・ 活動の主な内容： 
 
医療事故発生の防止に努め、かつ、発生した医療事故への適切な対応及び 
病院全体の医療の質向上を積極的に図るため、次の事項を審議する。 

 
・医療事故の防止及び医療安全推進に関する事項 
・医療上の紛争処理に関する事項 
・医療の質向上に関する事項 

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年10 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
・全職員、外注業者を対象として、「4つの安全文化～あなたの一枚のインシ

デントレポートが命を救う～」、「終末期患者の治療法針決定プロセスに
ついて」、「基本確認行動」、「アドバンス・ケア・プランニング～患者
の意向を尊重した医療を実践するために～」、「2022年4月以降報告された
インシデントレポートについて」等をテーマとした研修を実施した。 
理解度チェックで習熟度を確認し、職員からの意見や提案は、Q&A形式で院
内公開し、フィードバックしている。 

・新規・中途採用職員を対象として、採用時に患者安全ポケットガイドの内
容について研修を実施。 

・TeamSTEPPS研修（導入コース）を計4回実施し、308名が受講、受講率は77
％であった。 

・TeamSTEPPS研修（アドバンストコース）を計3回実施し、128名が受講、受
講率は77.1％であった。 

・平成28年度からは、各種会議で患者安全推進部から周知した重要伝達事項
について、各職員の理解度を確認するため、簡易なテストを実施し、解説
を行っている。 

・令和4年度からは診療報酬の改訂を受け、e-learning研修で求められる「双
方向のコミュニケーション」について以下の対応を実施している。 
e-learning研修に「質問」の項目を追加し、寄せられた質問に対する回答 
を全職員が閲覧する学内サイトに公開している。 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 

・医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・その他の改善のための方策の主な内容： 

各部門とのインシデント検討会にて報告事例を審議し、改善に結びつ 
ける。（51回開催） 

 
 

 



 
 
 

 
・重大事故に関しては外部委員主導の事故調査委員会などを開催し、そ 
こで得られた分析結果や提言を踏まえ、再発防止に結びつける。       
（8回開催） 

   ・多職種が関連した事例等については、カンファレンス形式による検討 
会を開催し、改善に活かしている。（1回開催） 

   ・インシデント報告総件数（13,212件） 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
①  院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

・院内感染対策に関する基本的な考え方 
・院内感染対策のための委員会と組織 
・院内感染対策のための従業者に対する研修に関する事項 
・感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
・院内感染発生時の対応に関する基本方針 
・病院感染リスクアセスメントに基づいた感染対策の立案 
・抗菌薬適正使用の推進 
 

 
②  院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

院内感染の防止に努めるとともに、発生した感染事例について適切な対応を図る。 
これらの活動のため、次の事項を審議する。 

・院内感染の予防及び対策等に関する事項 
・患者の取扱に関する事項 
・医療従事者への感染予防に関する事項 
・中央感染制御部の運営に関する必要な事項 
・その他院内感染、難治感染症対策及び抗菌薬適正使用に関する事項 
 

 
③  従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 6回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

・全職員、外注業者を対象として、「感染対策と抗菌薬適正使用について」をテーマとした研修
を実施 

・清掃業者を対象として、「病院清掃に必要な感染対策」をテーマとした研修を実施 
・新規・中途採用職員を対象として、採用時に「針刺し・血液体液曝露」などをテーマとした研

修を実施 
 

 
④  感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

 全病棟と外来、部門を対象に感染対策の知識、手指衛生などの感染対策の実施状況、環境
整備のチェックを中心としたICTラウンドの実施 

 MRSAなどの薬剤耐性菌等の新規検出症例数の独自介入基準を設け、基準に合致した部署に
対して手指衛生観察巡回などを実施し、手指衛生や感染経路別対策感染対策の強化を図っ
ている 

 NICUとの定期的なミーティングの実施、SICU/EMICUのミーティングへの参加 
 抗菌薬適正使用の推進を目的とした薬剤部とのミーティング 
 診療科横断的な感染症症例コンサルテーションと血液培養陽性例への介入 
 4職種の実務的メンバーによるICTコアミーティングを週1回行い、全病院的に感染対策が漏

れなく実施されるよう検討・管理している 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
①  医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
②  従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 6 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

 
・医師・歯科医師・看護師・薬剤師・医療技術部職員を対象とした医薬品の安全使用に係る研修(
薬剤の管理と使用：隔壁を有するダブルバッグ製剤の使用上の注意点、せん妄の予防策・リスク
薬剤について)を実施した。 

・医師・歯科医師・看護師・薬剤師・医療技術部職員を対象とした医薬品の安全使用に係る研修(
薬剤の管理と使用：ハイアラート薬｜外観類似薬リストの改訂・保管管理上の注意点、せん妄に
対する薬物療法)を実施した。 

・新入職時職員を対象とした研修（入職時オリエンテーション：医薬品）を実施した。 
・中途採用者を対象とした研修（入職時オリエンテーション：医薬品）を実施した。 
・新任看護師を対象とした研修（薬剤管理①、薬剤管理②）を実施した。 
・研修医を対象とした研修（薬剤安全プログラム・医薬品の取り扱いについて）を実施した。 

 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
 
医薬品安全管理責任者の業務に関する事項、医薬品の採用・購入に関する事項、医薬品の管理に関

する事項、患者に対する医薬品の投薬指示から調剤に関する事項、患者に対する与薬や服薬指導に関
する事項、医薬品の安全使用に係わる情報の取り扱いに関する事項、ハイアラート薬の取り扱い、名
称類似薬および外観類似薬の取り扱い、他施設との連携に関する事項、適応外の使用、禁忌等の処方
に係わる確認および指導に関する事項、院内製剤の取り扱いに関する事項、外来化学療法に関わる事
項、重大な有害事象の予防・対応に関する事項、医薬品関連の情報システムに関する事項、医薬品の
安全使用のための業務手順書に基づく業務の遂行に関する事項 
 

 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
悪性腫瘍に対して、免疫チェックポイント阻害剤の適応が拡大し使用される症例数が増加してきて

いる。免疫チェックポイント阻害剤による免疫関連有害事象(irAE)の中でも頻度が高いのが下痢、大
腸炎で30-40%程度にみられると報告されている。Grade3の下痢、大腸炎の場合には高用量のステロイ
ドの経静脈的投与が推奨されているが、症状の改善がみられない場合や症状改善後に再増悪した場合
には、抗TNF-α抗体製剤であるインフリキシマブの追加投与を行うことがガイドライン等にも記載さ
れている。前年度、未承認新規医薬品等評価委員会に不特定多数患者に対する適応外使用として申請
され、承認された。2022年は2例に使用され、特記すべき有害事象なく、また効果が認められた。こ
れらの実施状況については、申請科より提出された実施状況報告書により薬剤部未承認新規医薬品等
管理室の薬剤師が確認し、未承認新規医薬品等評価委員と情報共有した 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
・薬剤部のペイシェントセーフティマネジャーおよび病棟担当薬剤師が、診療科（部）、病棟、中央
診療施設などにおいて、医薬品安全運用協議会や患者安全推進部と連携して、各部署内における医薬
品の安全管理に関する指導を行っている。 
・医薬品に係わる適正使用に関する情報や副作用情報を医薬品安全運用協議会、薬事委員会、患者安
全推進委員会等で報告している。 
・必要に応じて薬品情報室から安全使用のための情報を文書にて各病棟、外来診療科、その他の部署
に配布するとともにメールにて配信している。また、電子カルテのDI参照の薬剤部からのお知らせ画
面、薬剤部ウェブサイトにも安全使用のための情報を掲載し職員への周知徹底に努めている。 
・重要度の高い情報については、電子カルテトップページの院内広報：薬剤部ページにも掲載してい
る。 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
①  医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     随時 

 
 ・ 研修の主な内容： 

・人工呼吸器・除細動器など特に安全使用に際して技術の習得が必要と考えられる機器に関して、
医療機器総合管理部が年２回実施。 
・放射線部門にて直線加速器と放射線照射装置に関する年２回の定期研修を実施。 
・その他の医療機器についても各部署にて適宜勉強会を実施。 

（随時実施） 
・新卒者のオリエンテーションにて、医療機器の安全使用のための研修を実施。 
・研修医や看護師を対象に臨床工学技士・メーカーによる研修の実施。 

 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 

医療機器の管理を医療機器管理ソフトにて行っており、購入日・使用場所・保守点検状況等の管理を行

っている。 

・臨床工学技士が生命維持管理装置（人工心肺・血液浄化・不整脈・心臓カテーテル・ＯＰＥ・ＩＣＵ関連）

の操作・保守点検・管理を行っている。 

・院内で中央管理する機器の定期点検は電気安全解析装置などのシミュレーターを用いて実施してい

る。また交換パーツについてはメーカー講習会を受講し、供給を受けて院内で行っている。 

・ダヴィンチやＸ線撮影装置など保守契約を結んでいるものについては、機器の空き状況を確認し実施

している。 

・手術室および臨床工学技術部に委託業者が常駐して医療機器の日常点検や不具合発生時の対応な

どを行う、医療機器保守管理業務契約を締結している。 
・その他医療機器についても、必要に応じ定期点検等の保守契約を結んでいる。 

 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

 
医療機器について、R4年度の未承認医療機器の使用申請は0件。適応外使用申請・承認について
の実績は下記2件。 
1. アトムピングカテーテルの適応外使用 
2. 術中神経モニタリングのための適応外サイズの電極シール使用 
 

  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

PMDAやメーカー、納入業者からの報告を受理し、CEニュース（臨床工学技術部による院内広報）
や医療機器総合管理部が発出するＭＤＩ（Medical Device Information）通知メール、電子カル
テに掲載するなど電子媒体を利用して関連部署での情報共有を実施している。 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
医療安全管理責任者を配置しており、患者安全推進部長、患者安全推進委員会委員長を務め、医薬

品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括している。 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（14 名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品情報は、整理した上で薬事委員会月例報告として院内へ周知している。周知状況の確認は、

各診療科の薬事委員が周知完了報告を薬剤部薬品情報室に提出することにより行っている。また、各

診療科の周知状況は薬事委員会にて報告している 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

（未承認薬） 

未承認薬は未承認新規医薬品等評価委員会へ申請し承認を得た上で使用されている。副作用報

告や個別の経過報告を行っている。 

   未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門については、「名古屋大

学医学部附属病院未承認新規医薬品取扱要項」および「名古屋大学医学部附属病院未承認新規 

医薬品等評価委員会に関する要項」を制定した。 

（適応外） 

適応外使用については、未承認新規医薬品等評価委員会で承認した適応外使用医薬品を「適応

外投与（承認）一覧」として薬剤部内に通知し薬剤師全員で情報を共有している。薬剤師は処方

監査時に適応外使用を把握した場合は、患者への説明及びカルテへの記載が必要であること、未

承認新規医薬品等評価委員会への申請が必要であることを医師に指導して記録を残している。 

（禁忌） 

禁忌処方をチェックするシステムは電子カルテ上にあり、医師が処方確定時にアラートが表示

される。また、薬剤部で印字された処方せんの下部にもアラートが印字される。薬剤師は処方監

査時にこのアラート情報を確認し、個別に医師へ連絡し、当該医師の対応方針を確認した後に記

録を残している。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 



 
 
 

 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部 ，職種 薬剤師   ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

：目的、方針、適応範囲、定義、役割と責任、遵守と監視、手順、説明と同意の種類、説明と同意の

確認のプロセス、説明・同意書の文書様式、説明及び同意に関し問題が起こった場合、等 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

「診療録等内部監査要項」に基づいてカルテ記載の確認し、その結果を毎月病院機能改善本部会議で

報告をしている。 

該当診療科のカルテ管理委員へフィードバックし各診療科で対策し診療情報の精度向上に努めてい

る。 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（11）名、専任（ ）名、兼任（6）名 

 うち医師：専従（4）名、専任（ ）名、兼任（4）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

 うち看護師：専従（4）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

 全部門からのインシデント・アクシデント情報の集積と分析 

 院内の伝達会議、安全研修、学生教育等による周知、啓発 

 重大アクシデントに対し，病院全体で対応できる治療連携体制の起動 

 医療事故に対する第三者を主体とする事例検証（医療事故調査） 
 適切なインフォームド・コンセント体制の整備 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 



 
 
 

 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（19 件）、及び許可件数（18 件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ ○有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ ○有・無 ） 

・活動の主な内容： 

 申請内容を確認するとともに、委員会に対し提供の適否等について意見を求める。 

 部門の長は、委員会の意見を踏まえ提供の適否等について決定し診療科長へ通知。 

 部門の長は、適正な手続きに基づいて提供されたかについて、定期的、又は患者が死亡した場

合には、手術記録、診療録等の記載内容を確認。 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ ○有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ ○有・無 ） 

 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 0 件）、及び許可件数（ 0件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(医薬品の場合)  

診療科の申請医師は申請書類を薬剤部未承認新規医薬品等管理室に提出する。未承認新規医薬品

等管理室の薬剤師は申請書類(申請書、説明同意文書、確認表)と引用文献等の内容を確認し、疑義

等について申請者に回答の依頼をする。その後、未承認新規医薬品等評価委員会にて評価委員が申

請内容を審査する。事前に評価委員から指摘事項等を挙げ、その内容を申請医師に連絡する。申請

医師は書類の修正等委員会前にできるだけ対応し、未承認新規医薬品等評価委員会で申請内容の説

明、指摘事項等の回答等をする。 

申請が適当と判断され、患者に使用された後、申請医師は定期的に経過報告書を提出する。 

未承認新規医薬品等管理室の薬剤師は、同意の取得、副作用がモニタリングされているか等遵守状況

ついて確認を行う。 



 
 
 

 

(医療機器の場合) 

令和 4年度は未承認新規医薬品等を用いた医療の新たな申請は発生しなかったが、過去に承認し、継

続的に使用している未承認新規医療機器について、使用状況、不具合事例がなかったかを医療機器選

定委員会において確認し、使用継続について審議した。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 321 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 184 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

発生状況の確認及び審議 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：山口大学医学部附属病院 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：弘前大学医学部附属病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和 4年度は Web会議ツールを用いた訪問調査となった。 

山口大学医学部附属病院への立入り調査では「インシデントやアクシデントの報告等の状況」「医薬

品安全管理責任者の業務等」「高難度新規医療技術を用いた医療の提供の適否等を決定する部門の運

用状況」について下記の 3点を助言した。 

・インシデント報告総数および医師・看護師以外の職種からの報告の増加を図ること 

・重大な副作用を生じた薬剤を患者に再投与しない仕組みに対応するシステムを検討すること 

・高難度新規医療技術に該当する技術の定義と各診療科への周知、啓発を行うこと 

弘前大学医学部附属病院からの立入り調査では「インシデントやアクシデントの報告等の状況」「高

難度新規医療技術を用いた医療の提供の適否等を決定する部門の運用状況」の項目について、下記の

3点の指摘があった。 

・現場での注意喚起、教育が全体に及ばないという課題に対する改善策を今後も継続して検討する 

・一般診療化した技術やカテーテル治療等について、全例報告を終了する際の基準を検討する 

・評価委員会の構成に医師以外の他職種を含めることを検討する 



 
 
 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

地域連携・患者相談センタ-：相談窓口にて一次対応を行なっている。 

安全管理に関連する事案については、患者安全推進部と連携しながら適切に応じる体制を 

整えている。 

 

各種相談については、担当者が対応。 

地域連携・患者相談センタ－：相談員 ４名、ＭＳＷ １１名、看護師 １０名 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

医師：各診療科に所属して、初期研修によって習得された基本的診療能力に上乗せされる、医師とし

ての総合的診療能力の習得に加えて、当該診療科で実施されている先進的な医療に特化した研修を行

うことで、医師としての広くかつ専門的経験を蓄積しながら、専門医資格の取得等を目指す後期研修

を実施している。 

また、新しい専門医制度の平成 30年 4月開始に伴い、全 19 領域の基幹病院として、日本専門医

機構に提出した各領域のプログラムに基づき、専門医師資格の取得を目指す後期研修を実施してい

る。 

看護師：専門職として自律し、主体的に看護活動ができる看護師の育成を目指して、研修・教育を 

実施している。新人を対象とする卒後臨床研修制度は、①基礎的な看護の知識・技術・態度の習得 

を図る、②看護師としての実践力を身につけること、を目標としている。この制度の研修の１つに 

フィジカルアセスメントを中心とした Savinglife ナース育成研修がある。これは患者の変化を早 

急に気づき、患者の早期回復に向けた看護実践ができる看護師を育成するための研修である。看護 

職員全員が 3年間をかけてこの研修を修了している。この他に、高度急性期病院の役割を果たすた 

めの病院研修として救命講習会があり、全職員が 2年に１度一次救命講習会に参加している。また、 

手術室、集中治療室等、ハイリスクエリアと定めた部門の職員は、2年に１度二次救命講習会に参 

加している。全看護職員は、2年間をかけこの講習会に参加している。 

・全職員、外注業者を対象として、「4つの安全文化～あなたの一枚のインシデントレポートが命 

を救う～」、「終末期患者の治療法針決定プロセスについて」、「基本確認行動」、「アドバ 

ンス・ケア・プランニング～患者の意向を尊重した医療を実践するために～」、「2022 年 4月以 

降報告されたインシデントレポートについて」等をテーマとした研修を実施。 



 
 
 

 

理解度チェックで習熟度を確認し、職員からの意見や提案は、Q&A 形式で院内公開し、フィードバッ

クしている。 

・新規・中途採用職員を対象として、採用時に患者安全ポケットガイドの内容について研修を実施。 

・TeamSTEPPS 研修（導入コース）を計 4回実施し、308 名が受講した。 

・TeamSTEPPS 研修（アドバンストコース）を計 3回実施し、128 名が受講した。 

・平成 28年度からは、各種会議で患者安全推進部から周知した重要伝達事項について、各職員の理

解度を確認するため、簡易なテストを実施し、解説を行っている。 

・令和 4年度からは診療報酬の改訂を受け、e-learning 研修で求められる「双方向のコミュニケ 

ーション」について以下の対応を実施している。 

 e-learning 研修に「質問」の項目を追加し、寄せられた質問に対する回答を全職員が閲覧する学 

内サイトに公開している。 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者が、公益財団法人

日本医療機能評価機構が実施する「2022 年度特定機能病院管理者研修」を受講した。 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

2022 年 3月に JCI による評価を受審し、認証を受けた。 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

病院ホームページの学内専用サイトに掲載する等して、構成員向けに周知している。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

部分的達成とされた 21項目について、関係部署が対策を検討し、毎月の関係会議にて対応状況を報

告することで、病院全体としてのモニタリングを実施している。 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

 
１．人格が高潔で，学識が優れ，医学部附属病院内外の信頼を得ることができ

る者であること。 
 

２．医学部附属病院等における学生への教育，学術研究及び社会貢献に関して，

調和のとれた運営を行うことができる者であること。 
 
３．医学部附属病院の運営にあたり，構成員の意見に耳を傾けつつ，迅速な意

思決定を行う強い指導力を発揮することができる者であること。 
 
４．診療，臨床教育，臨床研究など大学病院特有のミッションに精通し，医療

機関の管理者としてリスク対応を含めた高いマネジメント能力を持ち，多

職種からなる構成員に対して，優れたリーダーシップを発揮できる者であ

ること。 
 
５．医療安全管理業務の経験並びに医療安全を第一に考える姿勢及び指導力を

備え，医療安全確保のために必要な資質・能力を有する者であること。 
 
６．医学部附属病院の安定的財政基盤の確立と効率的な組織編成を実現できる

総合的運営能力を有する者であること。 
 
７．国際的な視野を持って医学部附属病院の運営を行うことができる者である

こと。 
 
８．医学部附属病院の現状を正確に分析するとともに，中長期的な目標に向か

って将来ビジョンを具体的かつ明確に示し，全学及び医学部附属病院の課

題について，総長と連携して取り組むことができる者であること。 
 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

ホームページにて公表 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 

 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

ホームページにて公表 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

病院の経営,管理及び人事に関する企画,立案及び方針を決定する。 

 

   

・審議の概要の従業者への周知状況 

病院部長会において各診療科長に報告するとともに,病院連絡会において各医局長に決定事項 

 を周知している。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

小寺 泰弘 〇 医師 病院長 

西脇 公俊  医師 副病院長 

曾根 三千彦  医師 副病院長 

丸山 彰一  医師 副病院長 

長尾 能雅  医師 副病院長 

松下 正  医師 副病院長 

藤井 晃子  看護師 副病院長 

藤江 進  事務 副病院長 

山田 清文  薬剤師 病院長補佐 

阿部 真治  診療放射線技師 病院長補佐 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 

名古屋大学ホームページに掲載 
 
 
 ・ 規程の主な内容 

 
病院長の権限に関する内容は下記のとおり 

 
   ・病院長は，病院の管理，運営をつかさどり，所属職員を統督する。 

 ・病院長は，病院で行われる診療について，その実施状況の報告を求め，又は自ら調査し， 
必要に応じて是正又は停止を命ずることができる 

   ・部長，科長，センター長，部門長等（以下「部長等」という。）の任命は，病院長が行う。 
・病院長は，部長等が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，これを免ずることがで

きる。 
 
一 勤務実績がよくない場合 
二 心身の故障のため職務の遂行に支障があり，又はこれに堪えない場合 
三 その他必要な適性を欠く場合 

 
・部長等は，別に定める手続きを経ることなく，その意に反して免ぜられることはない。 
・病院長は，第4項の規定により部長等を免じたときは，その理由を明らかにしなければなら
ない。 

 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 
 
副病院長は，病院長から指示された具体的な事項を担当し，及び病院長が海外渡航等で不在の
場合は，あらかじめ病院長が指名した副病院長が，病院長の職務を代行する。 
 副病院長は，病院長の職務を円滑に遂行させるため，病院の管理・運営等に関する企画・立
案にかかわるとともに，広報の職務又は病院の教育・研究・診療にかかわる職務を分担する。 

    病院長補佐は，病院全体の立場に立ち，病院の管理・運営等に関し提案された企画立案等を
検討し，病院長に提言する。 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
 

管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者が、公益財
団法人日本医療機能評価機構が実施する「2021年度特定機能病院管理者研修」を受講。 

・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

以下に掲げる事項を監査する。 

 ・医療安全管理に係る体制 

 ・医療安全管理責任者，医薬品安全管理責任者，医療機器安全管理責任者等の業務の状況 

 ・患者安全推進部の業務の状況 

 ・患者安全推進委員会の業務の状況 

 ・その他医療安全管理に関して必要な事項 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

名古屋大学医学部附属病院ホームページにおいて公開 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

柵木 充明 愛知県医師会 ○ 愛知県医師会長

を務めており，医

療安全に精通し

ているため。 

有・無 1 

三島 信彦 AOI 名古屋病院  AOI 名古屋病院 

病院長を務めて

おり，医療安全に

精通しているた

め。 

有・無 1 

長 谷川  ふ

き子 

成田・長谷川法

律相談所 

 医療安全管理を

得意とする弁護

士であり，法律に

関する高い識見

を有しているた

め。 

有・無 1 

芦田 豊 全国健康保険

協会愛知支部 

 全国健康保険協

会愛知支部長を

務めており，医療

を受ける者とし

有・無 2 



 
 
 

 
て，医療に係る高

い見識を有して

いるため。 

中東 正文 名古屋大学  総長が指名する

理事・副総長 

有・無 3 

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 
 
 
 
 
 
 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを
確保するための体制の整備に係る措置 

 
 

管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 
 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

 
名古屋大学監査室において,病院も含めた全学の業務方法書、規程、内規等の整備状況及び実施

状況、年度計画に基づく組織及び制度全般の運営状況、人事管理状況などについて監査を行ってい
る。 

  また,「東海国立大学機構における内部統制システムの整備及び運用に関する規程」を 
整備し,病院も含めた全学の業務状況を確認するため,内部統制委員会を年一回開催することとし 
ている。 

 
 
 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 

名古屋大学ホームページに掲載 
 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 

開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 
 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 

東海国立大学機構役員会をもって充てることとし、病院の経営に関する事項については病院長、又
は副病院長が出席し審議を行うこととしている。 

 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年26回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
  

名古屋大学ホームページで公表 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

名古屋大学ホームページに掲載するとともに、職員に配付している「医療安全ポケットガイド」に

おいても掲載し、案内している。 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

①  果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

１． 附属病院における臨床研究成果を➀名古屋教育記者会会員１５社へFax、記者会見を通じ

てプレスリリースを行い、②医学系研究科ホームページに研究トピックスとして掲載し、

広く学外・院外に向けて情報発信している。 

また、臨床研究成果以外の病院の取り組みについても、医学部附属病院ホームページに名

大病院の活動として掲載し、広く学外・院外に向けて情報発信している。 

 

２．診療内容・医療サービスや診療実績等の医療情報について、附属病院ホームページにおい

て公開している。 

 

３．患者や地域向けに広報誌を作成し、広く頒布している。また、一般市民を対象とした公開

講座を毎年度開催し、地域市民に向けた教育・啓発活動にも取り組んでいる。 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

①  複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 ○有 ・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

ア．補助人工心臓を用いた重症心不全治療…心臓移植治療、心臓外科、循環器内科、ICU、麻酔科

、精神科の診療科の他に、看護師、 臨床工学技士、理学療法士（心臓リハビリ）、臨床心理士

、栄養管理部、薬剤部が合同して患者管理を行っています。植込型補助人工心臓治療は心臓移植

適応患者を対象とするため、多職種カンファレンスで適応を審査し、補助人工心臓移植から在宅

管理、将来的な心臓移植までのシームレスな重症心不全治療を多職種で行っています。 

イ．肝臓移植はチーム医療で行っている。（図１） 

ウ．肉腫患者に対するサルコーマボード：整形外科、化学療法部、放射線科、緩和ケア科、外科

、泌尿器科などが参加して、肉腫患者に対する診療方針に関する検討会を月1回開催している。 



エ．骨転移患者に対する骨転移ボード：整形外科、リハビリテーション科、化学療法部、放射線

治療科、緩和ケア科、外科、泌尿器科、乳腺外科、呼吸器内科、などが参加して、骨転移患者に

対する診療方針に関する検討会を月1回開催している. 

オ．大動脈疾患における人工血管治療とステント治療の同時ハイブリッド手術…心臓外科と血管

外科が合同して手術を行っている｡ 

カ．閉塞性動脈硬化症、血管炎、バージャー病による四肢虚血に対する血管新生療法…循環器内

科と血管外科が合同で適応検討、諸検査、治療を行っている。 

 

 

図 1．肝移植とチーム医療 

 


